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2023-10-26 こども・若者参画及び意見反映専門委員会（第３回） 

17時00分～19時37分 

 

○土肥委員長 それでは、第３回目の「こども・若者参画及び意見反映専門委員会」を始

めたいと思います。今日もよろしくお願いします。 

 今日は、若者団体の皆さんのヒアリングとぽんぱーの皆さんの報告もあるということで、

会場のほうは若者比率多めでやっております。 

 今日、初めましての方もいらっしゃるかもしれませんが、この委員会の委員長をしてい

ます土肥です。よろしくお願いします。 

 この委員会の冒頭でもお話をさせていただいたのですが、この専門委員会を進めるとき

に３つお約束というか、こんな委員会にしたいということをこちらに書き出しておりまし

て、オンラインの皆さんは見えにくいかもしれないので口頭でお伝えをしていきますと、

まず、参加している全員がこの場で対等であるということを１つ、いろいろな年齢の方も

いらっしゃいますけれども、対等であるということです。 

 ２つ目は、全国のモデルになるような委員会を目指しましょうということです。いろい

ろな自治体や省庁でも恐らくこどもや若者世代が参加する審議会がどんどん増えてくるの

ではないかなと思うのですが、ある意味、ここの委員会自体がモデルになるような、やり

方をすればいいのだ、円形でやってもいいのだとかいうことが各審議会に伝わっていくと

いいなと思っております。 

 そして３つ目は、分からないことを分からないと言える委員会にしたいなと思っていて、

進めながら、ちょっとその言葉は難しいなとか、なかなか議論についていけないな、ちょ

っと今分からないなということがあれば、ぜひ言っていただければなと思います。完全オ

ンラインだったということもありましたけれども、前回も途中で進行がすごく硬く進んで

いって、途中でこれでいいのでしたかみたいな問題提起をいただいたりもしましたけれど

も、そんなことをこの場自体でもお互いに振り返りながら言えればなと思っております。 

 まず、出席者の紹介ということで、短くですけれども、一言ずつ言っていただきます。 

 まず、みんなのパートナーぽんぱーのほうから、お名前だけ言っていってもらってもい

いですか。 

○やのちゃん（ぽんぱー広報班） ぽんぱーの広報班の中から参りました、やのちゃんと

申します。お願いします。 

○ゆりなさん（ぽんぱー企画班） ぽんぱーの企画班から参りました、ゆりなと申します。

よろしくお願いします。 

○めがみさん（ぽんぱー運営班） ぽんぱーの運営班の、ニックネームがめがみといいま

す。よろしくお願いします。 

○ゆいさん（ぽんぱー企画班） ぽんぱー企画班の、ゆいです。よろしくお願いします。

（拍手） 
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○土肥委員長 こども・若者の社会参画のヒアリングということで、今日、３つの団体か

ら来ていただいております。私の手元の順番ですと、五十音順ということだと思いますけ

れども、うらほろスタイル事務局の上田さん、よかったら一言自己紹介をお願いします。 

○うらほろスタイル事務局上田さん こんにちは。うらほろスタイル事務局の上田と本間

です。よろしくお願いします。（拍手） 

○土肥委員長 よろしくお願いします。 

 では、CoCoTELIのお二人。 

○CoCoTELI平井さん NPO法人CoCoTELIの平井です。よろしくお願いします。 

○CoCoTELI山縣さん 同じくNPO法人CoCoTELIの山縣と申します。よろしくお願いします。

（拍手） 

○土肥委員長 そして、持続可能な社会に向けたジャパンユースプラットフォーム（JYPS）

から。 

○ JYPS田中さん  名前が長いのですけれども、英語名で Japan Youth Platform for 

Sustainability、JYPSとまとめて言っています。共同事務局長の田中と申します。よろし

くお願いします。（拍手） 

○土肥委員長 今日の議事ですけれども、まず、「こども若者★いけんぷらす」のこれま

での活動についておよそ35分程度、その後、「みんなのパートナーぽんぱー」について35

分程度、その後、こども・若者の社会参画について３つの団体からのヒアリングを80分と

いうような２時間半で進めていければなと思います。よろしくお願いします。 

 冒頭長くなりましたが、まず「『こども若者★いけんぷらす』のこれまでの活動につい

て」ということで、事務局のほうから御説明をお願いします。 

○佐藤参事官 こども家庭庁で官房参事官をしています、事務局の代表をしています佐藤

です。よろしくお願いします。 

 委員長、土肥さんが冒頭にも言っていましたけれども、私も前回の委員会は硬くなって

しまったなと事務局ながらかなり反省をしまして、今回、事務局の中でこの委員会をやる

ときにも、まさに今、委員長が言ってくれましたけれども、これまでにないような全国の

モデルになるようにと思って車座でやってみようとか、僕らもフランクな格好でいこうと

いうことで、僕も含めて今日は事務局もこんな形で参加をしています。どうぞよろしくお

願いします。 

 いけんぷらすの説明は高山からまたお話をしますけれども、メディアの方もすごく関心

を持ってくれています。一方で、安心・安全に意見を言える環境をとても大事にしたいの

で、基本的には非公開にして、ただ、資料はなるべく分かりやすく作ったものを出すとい

う形で、先日、こども大綱に向けた意見を聴くというので、そこは私が担当しているので、

個別の参加者の方々に了承いただいた上で、公開してもいいよと言ってくれるこども・若

者のテーブルは公開をするというような形で、メディアの方にも見てもらえるような形の

工夫もしました。 



3 

 かつ、今日これから御説明するのも、今までどんなことをやっていてとか、どんな工夫

をしたりとか、事前の準備から事後のフィードバックのところまで、少し丁寧めに資料を

作って、事務局から少し御紹介をしようと思います。 

 これまで委員の方々にも見ていただいていますし、ぽんぱーの皆さんにも見ていただい

ていて、もちろんまだ、いいところと改善するところなんかもあると思うのですけれども、

そういうのをまた遠慮なくいろいろなコメントをいただいて、どんどんステップアップを

させていけたらなと思っていますし、前の委員会のときも僕はお話ししたかもしれないで

すけれども、毎回僕のほうから事後にメディアの方々に、今日の委員会ではこんなお話が

ありましたよという話を御紹介をしています。なので、そういう意味もあって、なるべく

分かりやすい資料を作って、この場で議論したことも含めて、全部僕のほうからちゃんと

メディアの方々にも伝えて、世の中にも伝わっていくように、そんなふうにしていきたい

なと思っています。 

 冒頭が長くなりましたが、資料の説明に入ります。 

○高山補佐 事務局の高山です。本日もよろしくお願いします。 

 資料１をベースに説明をしていきます。「こども若者★いけんぷらす これまでの活動

について」ということで、今まで何をやってきたかということを御説明していきます。 

 ２ページになりますが、これまでに実施したいけんひろばということで、テーマ数とし

ては12テーマ聞いてきました。延べの人数ですけれども、1,125人、1,000人以上の方に意

見を聞いてきました。その中のテーマ、２ページ、３ページ、４ページまで書いてありま

すけれども、例えばこどもの居場所づくりの指針について意見を聴くとか、「若者と食の

今後について考える」というテーマとか、いじめや不登校、自殺対策だとか、こども家庭

庁が作ろうとしているこども向けのホームページのコンテンツについてとか、今、参事官

の佐藤から話があったこども大綱についてとか、そういったテーマについて意見を聴く場

というのをやってまいりました。 

 その中で、対面とか、オンラインとか、チャットとか、アンケートとか、出向く型とい

って実際に現場に行ってお話を伺うというような取組をしてきました。 

 ５ページを見ていただければと思いますが、これはいけんひろばをやるときの大まかな

流れと注意してきたことを書いた資料になります。まず、意見を聴く前の段階ということ

で、何をやってきたかというところですが、１つは事前説明会をやっていますということ

です。参加者の年齢に応じた分かりやすい資料を作って、それをお見せしながら、事前説

明会をやっています。そこで当日どういうことを聴きますということを示しながら、事前

説明会を行うことで、事前に意見をつくる準備の時間を設けているということにしていま

す。 

 また、実際、意見を聴く場の流れとしては、「いけんひろば（対面）の流れ例」という

ところに書いていますけれども、まず、アイスブレイクの時間を設けています。また、対

面やオンラインの場ではグランドルールというような形でルールをつくって、参加者同士
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で議論を始める前に確認をして意見交換を行うということをしています。 

 また、グループごとに意見を言うような場を回していきますけれども、そういったとき

にも３人から６人という比較的少人数で、かつ、年代が近い人を集めて、意見を言いやす

いような環境、雰囲気づくりに心がけているところです。 

 また、アンケートですと、参加者の答える人の年齢に応じて簡単な分かりやすい言葉を

使った設問や選択肢をつくっています。また、チャットというのはいつでも意見交換、意

見を出すことができるというのが強みですけれども、コアタイムというような時間をつく

って、集中して活発な議論ができるような時間を確保しています。 

 以上が意見を聴くときの段階になります。 

 その聴いた意見をどうやって反映させるかというところですけれども、まずは寄せられ

た、出てきた意見を全部まとめて、書き起こしたようなものというのを「いけんのまとめ」

として作ります。それを作った後に、一定程度重なる部分もあれば、似たようなものもあ

るということで分類をしていき、報告資料を作ります。実際に反映をするかどうかという

ところの検討とか、参加者に向けてこういう意見が出てきましたということを報告できる

ような資料ということです。この報告資料を作って、これをベースに実際に反映を検討し

て、結果として、反映したかしなかったかというところの結果を示すようなフィードバッ

ク資料を作っているというような形になっています。 

 次に、６ページ、７ページを御覧いただければと思いますが、こちらは７月末、８月の

頭でこどもの居場所づくりの指針とか若者と食の今後の実際に参加していただいた皆さん

へのアンケートの結果です。 

 ７ページを御覧いただければと思いますが、居場所づくりの意見を聴く場の参加者向け

のアンケートの結果としては、100％の方から、いけんひろばに現場で参加してよかったと

思うという回答をいただきました。また、９割近くの方には、自分で話したいこと、思っ

たことを言えたという回答もいただけているというところになります。 

 また、若者と食を考えるというテーマについても、同じように高い評価をいただけてい

るというような形になっています。 

 10ページ以降は、先ほど５ページで主な流れということで御説明をしたところの参考資

料としてつけています。簡単にかいつまんで御説明をしますと、10ページの事前説明資料

のイメージというところですが、まさに意見を聴く前の段階で、どういったテーマかとい

うのを、当日向けの準備として説明をするというような形になっています。例えば17ペー

ジですが、実際に当日現場でこのような質問したいと思いますということをお伝えして、

言うならばその準備をしてもらうというような形で、意見を言いやすくしているというよ

うな形になります。 

 また、参考資料２、20ページですけれども、当日の流れを細かく書いています。議論を

始める前に自己紹介をしたり、ちょっとしたクイズなどでアイスブレイクをして場を和ま

せる。現場で「初めまして」というような形でグループ分けがされているところですので、
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意見を言いやすい、和んだ環境をつくるということを心がけているというふうになります。 

 参考資料３で、議論を始める前のグランドルールというところをつけています。22ペー

ジですけれども、例えば話したくないことや個人的なことは話さなくていいですよという

ようなこととか、25ページ、実際に意見を言った後には、撤回・修正ということができる

ようになっていますよということを事前に参加者にお伝えをすることで、意見を言いやす

い環境に心がけているということになります。 

 続いて、報告資料のイメージということで、居場所の指針の最後、報告資料のイメージ

をつけています。これもちょっと長いので、かいつまんでの御説明になりますが、30ペー

ジですと、例えば家だとか学校だとかSNSだとか課外活動について、居場所だと感じる人は、

そうとは感じない人というような形でカテゴリーに分けて意見を紹介しています。 

 また、32ページですけれども、居場所と感じるようになったきっかけだとか、過程だと

か、そういったことをそれぞれ紹介するような資料を作っています。 

 こういったものをベースにしながら作った、フィードバック資料を参考資料５として、

つけています。例えば48ページを御覧いただければと思いますが、居場所だと感じるとこ

ろと、場所がないと思う、なくなったと思うというような形で寄せられた意見というよう

なものが報告資料として、左側に寄せられた意見というものがございまして、こういった

ものを捉えまして、実際に素案としてこのような形で文を直しましたということを紹介す

るような形で、フィードバックをしているという形になります。 

 51ページですけれども、もちろん反映されなかった意見もございますので、そういった

ところについてはなぜできなかったのかというところ。例えば広報宣伝の中で電車広告や

コマーシャルでの広告というのは多くのお金がかかるのですぐに実行することは難しいで

すということを紹介したりとかいうような形で、反映されなかった意見についても紹介を

しているという形になっている。 

 ざっとではございますが、事務局からの説明は以上であります。 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 そうしましたら、このいけんぷらすのいけんひろばに川中さんと原田さん、それぞれ視

察に行かれたということですので、感想だったりとかをいただければと思います。 

 先に原田さんから。 

○原田委員 今日もよろしくお願いします。 

 いけんひろばに参加してみて、僕は８月の農林水産省のテーマの回と、あとは先日行わ

れたこども大綱に対する意見を集めるいけんひろばに参加してきました。 

 感想として３つありました。 

 １つ目が、参加していた小・中学生から、こんなに意見を大人たちに聴いてもらえる機

会は今までなかったのだということを複数聞くことができました。このいけんひろばでど

んな意見を聴くかというところももちろん大事だと思うのですけれども、こうした意見を

聴く取組があるということ自体を続けていくことが、まずは意見をこども家庭庁に言えば
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意見を聴いてもらえるのだというふうな文化というか、そういったところをつくっていけ

るのではないかなということで、改めてこの取組の意義を感じました。 

 ２つ目が、このいけんひろばで、これまでパブリックコメントとかではなかなか聴けな

かった意見を、具体的には抽象的な意見に対してその場にいるファシリテーターが深掘り

して意見が具体的になったりとか、あとはほかの人の意見を聞いて、その場で新たな考え

が生まれて、そこで意見するみたいなこともありました。それはこれまでになかったとこ

ろで、すごくよかったなと思いながら、意見を聴く側だったり、ファシリテーターの姿勢

とか技量とか考え方みたいなものが影響を与えることも大きくあるのではないかなと思い

ました。なので、ファシリテーターの養成みたいなところは、今、たくさんいけんひろば

が行われていると思いますので、その中でどんどん蓄積していくことがとても重要なのか

なと思いました。 

 最後に、いけんひろば、特に１回目のテーマが限定的な農林水産省のテーマみたいなと

ころの際に、参加者の半分ぐらいは事前に準備してきているみたいなこどもたちが複数い

て、意見を言う会という同じような言葉を使っていても、その場で思ったことを言ってい

る子と、すごく準備してきて言っている子と、いろいろな段階があるように思いました。

なので、テーマをより絞って、何かもっと詳しい人たち、ちょっと詳しい人たちが集まる

会だったりとか、テーマは全然知らないけれども、学びながら意見をその場で考えていき

たいみたいな会とか、もう少し区分を分けられたり、時にはもうちょっと混ぜたりという

のも今後できていけるのではないかなというのが今回参加しての感想でした。 

 以上です。 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 川中さんもお願いします。 

○川中委員 私も原田委員と同じく、農林水産省が担当省庁でありました「若者と食の今

後について考える！」の対面のセッションに参加をさせていただきました。そこで考えた

ところを３点申し上げます。 

 まず、前提といたしまして、先ほどご説明にもありましたように、非常に努力を重ねて

工夫を凝らしておられました。皆さんが心を砕いて、できるだけ若者・こどもにとって安

心・安全な議論／対話の場をつくろうとする姿勢が徹底されていることは感じられました。

そのことはよかったと思っています。その上で、現在行われている取組はこれから地方自

治体等々で行われていくときに参照されるものになることを踏まえ、より高みを目指して

いく必要があるだろうという観点から意見を申し上げます。 

 １つ目は議題の設定についてです。こども・若者には少し難しいところがあるのではな

いかと感じられました。この農林水産省が設定した「若者と食の今後を考える！」という

テーマは、例えば「こどもの居場所を考える」といったものとは少し違い、こども・若者

にとってはちょっと距離感ができやすい。もちろん食と農は私たちの生活には欠かすこと

ができないもので、ほぼ毎日接しているものです。けれども、食の安全保障などの議題に
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なってしまいますと、これはかなり距離感が生じます。担当省庁の方々も心を砕かれてお

られたと思いますが、政策を提供する側／形成する側のロジックで議題が設定されている

節は、やや否めなかったのではないかと思います。こどもや若者のリアリティーや生活体

験の中から出てくるトピックから話を広げていく議題設定や話合いの展開の仕方について

は、より工夫ができたかなと思われます。実際、現場で非常に興味深かったこととして、

ファシリテーターはそういう話題を振っていないのですけれども、こども・若者からは給

食の話が少し出ていました。企画運営側が考えている議論の想定では扱われないトピック

だったりして、ファシリテーターの方もちょっと困惑しながら向き合う形となっていまし

た。けれども、私はむしろそういう身近なトピックから食と農の今後を考えていくほうが、

自然な流れに思われました。この辺りは、コーディネートをされる人々と担当省庁との間

でのすり合わせがより丁寧に進められていく必要があるかと思いました。先ほど原田さん

もおっしゃったように、今回は事前に資料をかなり読み込み、事前レクも受けてとかなり

準備してきた人たちが多かったので、難しい議題設定でも場はまわりましたけれども、逆

に言うと、参加者にそうした負荷が高い状況で成立したとも言えるのではないでしょうか。 

 ２つ目は意見反映のプロセスについてです。今回私が参加した場では、このテーマに強

い思い入れや熱意がある参加者がいました。そういう参加者の姿を見たとき、意見をこの

場で言ってもらい、検討結果を伝えるだけで終わるのはちょっともったいないと思いまし

た。より対話性や協働性を高めていく意味では、「今日参加してみて、もうちょっと関わ

りたい」と思った人には、例えば手挙げ方式で作業チームをつくって、みんなから出た意

見を担当省庁と一緒に整理をして、「こんな提案をしようと思うのだけど、みんなはどう

考えるかな」と他の参加者とにキャッチボールしながら、提案意見をまとめあげていくと

いった多段階にしていくことが考えられるでしょう。今は一段階で意見を聴いて返すとい

う感じですけれども、何度も往復していく組立て方も今後考えていけるのではないかと思

いました。 

 最後に３つ目です。参加者の学びに関わるところになります。事前レクが丁寧になされ

て議題への理解が一定整ったわけでしたが、食や農の現場の感覚に接近できているかとい

えば、そういう人ばかりではなかったでしょう。生産現場に行ったり、農林水産業従事者

の方の話を聞いたりしたことない場合もあるわけです。参加者にも非常に広がりがある。

今回のテーマであれば、現場性や当事者性を一定は理解をする、そこに寄り添うかどうか

は個々人の判断ですけれども、少なくとも理解しようとする姿勢の上で扱われていくこと

が望まれるテーマであったのかなとも思われました。どうしても省庁が作成する資料は、

抽象度も高くなりやすく、包括的なものになっていくので、実際現場で何が課題となって

いるのかというところでの解像度をあげていくには、ハードルが高いものだったと思いま

す。必須にすると参加のハードルが上がりますけれども、任意で現場の声を聴く機会など

をつけたして場に臨めますよといった工夫などは今後考えられるのではないでしょうか。 

 なお、時間がちょっと足りないかなというところもあって、ファシリテーターをされて
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いる方々はそのことに窮屈さを感じているのではないかとも見られました。この辺も参加

者の許容される範囲を踏まえつつ、ちょっと余裕があるぐらいで議論／対話をする場のつ

くりを今後検討していけたらよいのではないかと思われました。 

 以上です。 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 こども若者★いけんぷらすは今、およそ4,000人が登録しているということで、今、１万

人を目標にしているところかなと思いますが、今、いけんひろばについて特に意見が出さ

れましたけれども、このいけんぷらす全体に関してでも御質問とか御意見があれば、委員

の皆さんからと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○菊地（仁）委員 町田市児童青少年課長の菊地と申します。 

 今、川中さんのほうからお話がありました意見をもらって返す回数の話だとか、現場感

というものだとか、テーマ設定についてお話がある中で、実は町田市でも政策反映という

意味で、町田市の事業を市民の声を聴いてよりよくしようということで、町田市市民参加

型事業評価というものを昨年度開催しています。これは経営改革室というところが主でや

っていただいているのですけれど、そこの事例も少し参考になるかなと思ったので紹介を

させていただきます。 

 町田市市民参加型事業評価では、高校生が全体で６名、チームを２つつくります。大学

の先生だとか、公認会計士だとか、一般の二十歳以上の大人の中にこどもたちが各３人入

るということで、１チーム組むということなのですけれど、そのときに、どんな行政の取

組を評価するのかというテーマ設定に当たるものを高校生に選んでもらいました。高校生

にテーマを選んでもらうことは、これまでに２回やったことがあるのですけれども、１回

目は、日常の流れの中で、朝起きて、御飯を食べて、ごみを捨てて、学校に通って、図書

館に寄りながら帰るというような日常の風景を動画的に見せながら、ごみを捨てるという

ところでごみの処理場が関わるよねとか、トイレへ行くだけでも下水に関わるよねなんて、

そういうような話をする。 

 そんな中で行政との接点を考えてもらって、どういうところに皆さんが興味があったり

課題感があったりしますかというような話から始めて考えたということをやりました。 

 もう一回は、今度は大人とのコラボというか、町田市の全市民に送る市民意識調査とい

うものをやるのですけれど、その中で都市のまちづくりというようなものの大きなテーマ

を６個設定したのですが、それに関連して、自分が課題感があるものとかを市のホームペ

ージでまず自分で調べてみて、興味があったこととか課題に思ったことを発表してくださ

いみたいな形で2022年度はやりました。 

 そうしたら、例えば団地の再生というような話が、実は自分のおじいちゃんが団地に住

んでいるのだけれども、周りが少し寂しくなってきてしまってもうちょっと活気が欲しい

みたいな話だとか、階段を上るのもちょっと大変そうみたいなものとか、帰り道がちょっ

と暗くてというような話があって、そういうものが心配だったので私はここに興味があり
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ますというような話があった。それを市の事業に置き換えてみると、先ほど言った団地の

再生というものにつながっていく。その団地の再生に関わる事業をみんなで評価してみよ

うかというような流れでテーマ設定をやりました。それがテーマ設定についての話です。 

 あと、回数の話なのですけれど、こどもたちが事業を選ぶ回数だけで２回、それから、

資料を作り込んでいく上で４回、本番があって、事業を改善しましょうということをまた

２回会議体を設けて、事業所管の部署も全部呼びまして、そこで説明と意見交換をして、

こんな意見が伝えたい、あとはこんな資料ももっと欲しいみたいな話をして、資料も作り

込んで、あとはこんな改善案がありますよというのをやったときに、自分たちが思った改

善案だったとかいうところも加味しながら、最終的に市で改善の計画というものを公表す

るというような流れをつくったというようなこともいたしました。 

 あと、現場感のところで、2019年にやったときには、市で用意できなかったのが申し訳

ないのですけれど、対象の施設が気になった評価人の皆さんがその施設に実際行ってみた

よというような話をされていまして、そうするとやはりあのときにはあまり人がいなかっ

たとか、実は逆にこれだけ混んでいてというような話があって、その辺も含めてもっと来

場者が伸ばせるかななんていう話がありました。そういうのも一つやり方としては参考に

なるかなと思ってお話ししました。 

 長くなってしまうのですけれども、最後に１つだけ。この事業についてなのですけれど

も、町田市も事業単位でいくとお金を支払うための財布みたいなものが市ではあって、そ

れだけでも1,000以上あります。それの全部をこのフレームにのせていくと、すごく職員側

の負担にもなってしまうので、何かピックアップをするとか、こういうものを逆にやって

いきたいという市の課題感みたいなものとフィットさせることで、より深い議論、そして

より納得性の高い議論ができるのではないかなと思いました。これから広げていく上では、

意見を言う側も意見を聴く側もいい感じの負担感の中でやれるといいのかなと思いました。 

 長くなりましたが以上です。 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 中村さんから手が挙がっています。 

○中村委員 中村みどりこと、みーちゃんです。よろしくお願いします。 

 本当に、いけんぷらすのこども・若者の皆様に敬意を表したい、こんな難しいテーマで

みんな意見を出してくれているのはすごいなと思いながら聞かせていただきました。 

 １点だけ、もしかしたら事務局への質問になるかもしれないのですけれども、こども大

綱についての出向く型の聞き取りについて、実際にこども家庭庁の人とかが行って、こど

もたちに聴いていただいているのかなと思いますが、出向かないといけないということは、

意見を伝えることなどのアクセスがしづらいこどもたちも多いというイメージを持ってい

ます。 

 出向く型がもしもう終わっているのであれば、こんな雰囲気だったよとか、今後もう少

し出向く型も工夫できるよねみたいなことがあれば、聞かせていただけたらなと思います。 
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○高山補佐 私は児童養護施設の出向く型ということで行かせていただきました。小・中

高生を対象に、９人の方々と意見交換をするのを拝見しました。ファシリテーターを中心

に議論をしていただいた中で、率直な感想としては、いけんぷらすという事業の中で、ぷ

らすメンバーとして登録をしていただいて、このテーマについて意見を言いたいという方

が集まった「いけんひろば」の場というところと、我々がいきなりお邪魔をして、このテ

ーマについて意見を聴かせてくださいといったときの「出向く型」の違いがある。意見を

言いやすい環境か否かというところもそうですし、実際に何か具体的にこのテーマについ

て意見を持っているかどうかというところの温度感の差みたいなところはやはり感じたと

ころです。 

 どうやってそういう意見の言いやすい環境をつくるかということももちろんそうですし、

そこをどうやって意見を引き出していくかというところもそうです。対面だとか、オンラ

インだとか、チャットだとかという手法では、聞き取りづらい声を聴いていくという「出

向く型」の位置づけの中で、さらにもっともっと工夫が必要なところかなというところは、

率直な課題感としては感じているところです。 

○加藤専門官 私のほうは、オンラインで実施したのですけれども、ひとり親家庭のお子

さん方、小学生から20代の方までいらっしゃいましたが、お話を聴かせていただくという

ような形でつい先日行ったところに入らせていただいていまして、ひとり親家庭で育って

こられた方々ということで、経済的な面での課題感みたいなものが中心的に聞かれるのか

なという想定で参加をさせていただいて、実際そういうお声もたくさんいただいたのです

けれども、こちらで想定している以上にそれ以外の様々な課題をお持ち、社会的養護下に

あった時期があるとか、いじめとかそういった学校での問題とか、経済的な面から派生し

て、周りと同じようなものを持っていないということで、それが学校での居づらさにつな

がっていったりとか、大きな課題を抱えておられる方がたくさんいらっしゃいました。こ

ども家庭庁が直接お話を伺うということで、すごく伝えたいことをたくさん用意して参加

してくださっていたなという場でしたが、事前にどういう課題をお持ちの方が参加される

のかというところを細かく間に入ってくださっている団体の方からも伺えていなかったの

もあって、聞いてみたらかなり深刻なお話もたくさん出てきたというところで、ファシリ

テーターの方と一緒にもっと準備をできたほうがよかったですし、グルーピングも単に年

齢ではない分け方をすべきだったのではないかとか、かなり事務局としては聴く場の在り

方は改善すべき点が多々あったかなと感じています。 

 伝えたい方もいらっしゃる。それをまたそこにいるこどもたちが聞くということを考え

ると、もう少し御本人の課題感とか背景と人数とかグループの分け方とか、どういうファ

シリテーターさんを充てていくのかというところを、出向く型の場合はより丁寧に準備を

しなくてはいけないかなというところは感じたところです。 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 中村さん、大丈夫ですか。 
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○中村委員 ありがとうございました。 

 実施したばかりなのに突然質問し、まだまとまっていないかもしれない中、丁寧に御説

明いただきありがとうございました。 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 実は時間がもう超過し始めておりまして、いけんぷらすのことと、この後、ぽんぱーの

皆さんから報告いただくのですけれども、ぽんぱーといけんぷらすは同じ活動の中で動い

ているので、そこで、もし言い切れなかった方は、この後の時間の中でもいけんぷらすに

ついて御意見いただければなと思いますが、そのような進行でよろしいですか。 

 では、議題２のほうに移らせていただきまして、「『みんなのパートナーぽんぱー』に

ついて」ということで、まず事務局から御説明いただければと思います。 

○高山補佐 引き続き資料２を御覧いただければと思います。 

 まず、ぽんぱーについての概略といいますか、何ぞやみたいな話を簡単にさせていただ

いて、実際にぽんぱーの皆さんにバトンタッチできればなと思っています。 

 「みんなのパートナー ぽんぱー」と呼んでいますけれども、こども若者★いけんぷら

すの事業をこども家庭庁と一緒になって取り組んでいただく方ということでお願いをして

いる方々でございます。ぷらすメンバーということで、このいけんぷらすの事業に登録を

いただいた方のうちの希望者の中から、作文や面談を経て、21名の方にお願いをしていま

す。 

 資料にもあるとおり、中学生から大学生、社会人までいらっしゃいますし、地域も北海

道、東北から九州まで、全国から集まっていただいています。 

 現在３班の体制に分かれていまして、運営班、企画班、広報班というそれぞれの役割に

応じて御活動いただいているというような形になります。 

 それでは、ぽんぱーの皆さんにバトンタッチしたいと思います。 

○めがみさん（ぽんぱー運営班） みんなのパートナーぽんぱー、運営班のめがみです。

よろしくお願いします。 

 私は大学生で、大学では法律を勉強しています。めがみというのは、高校生のときに、

先輩が目と髪の毛がきれいだからということでめがみとつけてくれて、それがめっちゃ好

きで、今も使っています。ぽんぱーでは、このようにみんなニックネームで呼び合ってい

るという感じです。 

 それでは、私からは、みんなのパートナーぽんぱー全体の活動と、私が担当している運

営班の活動について報告をさせていただきます。 

 資料の３ページを御覧ください。 

 まず、６月にプレミーティングとして初めてオンラインでぽんぱーの中で顔合せと自己

紹介を行いました。プレミーティングの前にチームの名称案をおのおの考えてきて、プレ

ミーティングで話合いをして、最終的にみんなのパートナーぽんぱーという名前を決めま

した。 
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 ６月には、第１回合同ミーティングをこども家庭庁のこどもまんなかひろばで実施しま

した。そこで、運営班、企画班、広報班の中で、自分がどの班で活動するかを決定して、

各班で顔合せと自己紹介などを行いました。このミーティングでは小倉前大臣とも、目指

したい社会とか今後の活動について思いを語り合うことができました。 

 続いて、資料の４ページを御覧ください。 

 ７月から現在までのぽんぱー全体の活動について説明します。現在は２週間に１回程度、

各班で班ミーティングを行っていて、合同ミーティングも２か月に１回行っています。合

同ミーティングでは、各班での活動内容について、ぽんぱー内で広報班がやっていること

を企画班とか運営班の人にも分かってもらえるように、そういうことを共有していて、ぽ

んぱーの活動がよりよいものとなるように意見交換をしています。 

 10月には、加藤大臣に、各班から今までの活動状況を報告するとともに、意見交換を行

いました。 

 全体としてはこんな感じでざっくりですが、ぽんぱー全体の活動について報告させてい

ただきました。 

 ここからは、私が担当している運営班について報告をさせていただきます。 

 資料の５ページを御覧ください。 

 メンバーは、大学生の私、めがみを含めて７人で活動をしています。 

 これまでの活動では、先ほど紹介した合同ミーティングで、全体でミーティングをする

際にぽんぱーの中で司会をやっているのですけれども、それを運営班が担当していたりだ

とか、いけんぷらすについて意見を出したりしました。例えば時期や内容が近いテーマを

メールでぷらすメンバーに案内したほうがいいねという意見とか、受け取る側がメールが

多いとどれを見ればいいか分からなくなってしまうのではないかなということで、案件を

なるべくまとめて案内したほうがよいのではないかという意見を出して、実際にそれらを

反映されました。 

 また、運営班の中で、ぽんぱー内でなかなかコミュニケーションが取れていないという

ことで、会議でしかいつもぽんぱーが話す場がなくて、会議だけだとなかなか意見が言い

づらいのではないかということで、運営班の中で、ぽんぱー内でのコミュニケーションツ

ールの検討導入を行いました。これは個人的にとても大きなことだったのではないかなと

思っていて、現在コミュニケーションツールはLINEのオープンチャットを使っているので

すが、会議以外でもメンバー同士で素直に意見を伝え合えるようになりました。 

 導入する前は、限られた会議の時間でしか意見交換をすることができなくて、メンバー

同士の距離も遠かったように感じたのですが、導入されてからは以前よりも気軽に自分の

好きな時間に意見を言えるようになったので、たくさん意見が交わされるようになったか

なと思っています。 

 班ごとのチャットだけではなくて、全ての班が入っているオープンチャットもあるので、

各班の進捗状況などを、もっとこれからオープンチャットで共有していけたらいいなと思
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っています。 

 資料には書かれていないのですけれども、直近の運営班の活動について報告したいなと

いうことがあったので報告をさせていただきます。 

 10月には、実際に私たち運営班としていけんひろばに関わらせていただきました。こど

も家庭庁のこども向けホームページについて、対面のいけんひろばに１名、こども大綱に

ついてチャットのいけんひろばに６名と、対面のいけんひろばに４名が参加しました。 

 今までいけんひろばの様子を見たことがなかったので、どんなふうにこども・若者から

意見を聴いているのかなというのが分からなかったのですが、実際にその状況が知れたと

いうことがとてもよかったなと思っています。 

 ただ、実際に参加してみて考えさせられたことがあって、それは私たちぽんぱーの立ち

位置がよく分からないということです。私たちはぽんぱーでもあると同時に、いけんぷら

すのぷらすメンバーというこども・若者でもあるのですけれども、自分たちがどういう役

割を担ったほうがいいのかなとか、どんなことをみんながぽんぱーに求めているのかなと

いうのが、どうなのかなというふうに今、運営班の中で話題に挙がっていて、こども・若

者である自分たちは、どこまで携わることが可能なのか、運営にどれだけ関わることがで

きるのかなというのも難しいところだと思っていて、ファシリテーターさんみたいに、勉

強をしっかりずっとしてきたわけでもないし、どのような形でぽんぱーとして運営ができ

ていったらいいのかなというのを今悩んでいるので、もし、このような役割を担っていく

といいのではないかとか、ぽんぱーにこういうことを期待したいということがあれば、ぜ

ひ皆さんの意見を聴きたいなと思っています。 

 今のことは、こども家庭庁の職員さんだったりとか、運営に入ってくれているサポータ

ーさんとか、運営班だけではなくてほかの班の人とも話し合っていきたいなと考えていま

す。 

 最後になるのですが、私はぽんぱーになって運営に関わることで、自分自身もとても成

長しているなと思って、勉強になっているなと感じます。もちろん自分たちのやりたいと

いうことが、なかなか全て叶うというわけにはいかないのですが、こども家庭庁さんとか

サポーターさんも、私たちの意見にしっかりと耳を傾けてくれているなということはとて

も感じています。 

 まだまだ手探りの中ではあるのですけれども、みんなで話合いを重ねて、みんなで認識

を合わせて、同じ方向を向いて運営していけたらいいのではないかなと思っています。国

の政策決定過程のこども・若者の参画促進の一つとして、たくさんのこども・若者に届い

てくれるような制度になるように、これからも自分自身頑張っていきたいなと思っていま

す。 

 以上で運営班めがみからの報告を終わります。 

○ゆいさん（ぽんぱー企画班） こんにちは。みんなのパートナーぽんぱー、企画班のゆ

いです。それから企画班の発表を始めます。 
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 まず、企画班の説明をします。 

 企画班は、中学生２人、高校生４人、大学生１人、社会人１人の計８名で構成されてい

ます。今回は私ゆいと、そちらにいらっしゃるゆりなさんと２人で発表させていただきま

す。 

 企画班は、ぷらすメンバーから提案があったテーマのいけんひろば開催に向けて活動し

ています。現在は、２週間に１回程度、オンラインでミーティングを行っています。 

 続いて、活動報告です。 

 ８月29日から９月18日まで、テーマ案を募集するアンケートを実施しました。複数回答

が可能だったので、全部で200人ほどから300件程度の回答がありました。 

○ゆりなさん（ぽんぱー企画班） ここからは、私、ゆりなから、アンケートについてお

話しさせていただきます。 

 お手持ちの資料にあるとおり、アンケートの期間は夏休みを含むように工夫をしました。

ほかにもアンケートの回答率を上げる工夫として、できる限り文章の長さを短くしたり、

小学生のぷらすメンバーにも中学生以降のぷらすメンバーにも読みやすいアンケートフォ

ームとするために、１回目に振り仮名をつけた場合、２回目以降は省略するなどの工夫を

して、読みやすくなるような工夫を行いました。 

 このような回答数が上がるような工夫をした結果、年代としては小学生から社会人まで

様々な年代の方から、地域としては北海道から沖縄まで様々な地域の方に回答していただ

くことができました。 

 今後、11月上旬に２回目のアンケートを実施する予定で、その後、そのアンケートを基

にテーマを決定する予定です。 

 いけんひろばでは、中学生から20代の方まで多くの方に参加してもらえるような時期に

開催したいと思っています。 

 今は、12月にいけんひろばを開催できるように班活動を頑張っています。 

 これで企画班からの報告は以上です。 

○やのちゃん（ぽんぱー広報班） 続いて、資料の７ページになりますけれども、ぽんぱ

ーの広報班のほうから活動報告として、私、やのちゃんのほうから報告をさせていただき

ます。今日は活動のほうを直に熱く共有したいなと思い、参りました。よろしくお願いし

ます。 

 まず、広報班のメンバーについてなのですけれども、私たちは中学生２名、高校生２名、

大学生１名と、私、社会人１名で構成されております。北海道から鹿児島まで、北から南

まで日本各地に住むメンバーで構成されているということもあって、活動は月に１～２回、

オンライン会議やチャットを駆使して活動をしております。 

 広報班の活動について、主に２点ほど御紹介させていただきます。 

 班会議において、私たちはこれまでこども若者★いけんぷらすを知ってもらって、ぷら

すメンバーを増やすための広報というところを検討してきました。ふだんどういったツー
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ルや関係者から情報を得るかというところで、登録時のアンケートデータなども参考にし

ながら広報班の班内で話し合って、広報班では主にインスタグラムと旧ツイッター、Ｘと

いったSNSで広報の活動を進めてまいりました。 

 これまでに２つのSNSを活用して、スライドにもありますように、第１回のミーティング

であったりだとか、企画班さんがおっしゃってくださったいけんひろばのテーマ募集につ

いて広報をしてきました。 

 発信する上で大切にしてきたこととして２点ございまして、どの年代、特にこどもであ

ったりだとか若者にも伝わりやすい文面というところを意識していること。あとは、いけ

んぷらすやいけんひろばが声を届ける大切な手段、こどもであったりとか若者それぞれの

抱える思いを社会に伝えられる手段であるということを発信しております。SNSを中心に

さらなる周知方法も今後話し合っていければいいなと思っていますし、ぜひ皆さんからも

効果的な広報の方法というところ、御意見いただければなと思っております。 

 ２点目に、今般のロゴ決定に広報班のほうが関わりまして、資料の右上にあるものがロ

ゴになるのですけれども、運営班のぽんちゃんに作成いただいて、ぽんぱー全体でアンケ

ートを実施しました。広報班のほうで投票数であったりとか投票の理由のほうも加味した

上で、最終的にこのロゴに決まりました。こども・若者の意見をポンプのように汲み上げ

たいというぽんぱーのイメージにぴったりなものができたのではないかなと思っておりま

す。 

 今後、また活用方法などを話し合う予定なのですけれども、主にぽんぱーでの広報であ

ったりだとか活動時に使用していければと考えています。 

 そして、後半の今後の活動、目標についてお伝えしますが、まず活動について、いけん

ひろばが先ほど御紹介があったようにウェブアンケートであったり、チャットであったり、

オンラインであったりといういろいろな形態で行われているのですけれども、私たち広報

班のほうもそれぞれの担当テーマを決めまして、取材をしたりだとか、こども・若者の視

点でどのようなことが行われているのかというところを大切に報告していきたいなと今後

考えています。 

 実際に10月14日に食育についてのいけんひろばがあって、10月21日にこども大綱につい

ていけんひろばがあったと思うのですけれども、そこにもぽんぱーのほうから２名ほどそ

れぞれ取材に行きまして、実際に対面の様子を見学であったりだとか、運営のほうに携わ

らせていただきました。こちらのいけんひろばの様子については、現在進行形で広報案を

作成しております。 

 広報班としては、いけんひろばの様子や感想をまずまとめて発信しまして、その後に１

か月から２か月後ぐらいに、当日の取材の結果といけんひろばの報告の資料を踏まえて、

意見が政策にどう反映されたかというところをこども・若者でも分かりやすいように発信

していきたいなという流れになっております。 

 私も、先日のこども大綱のいけんひろばのほうに参加させていただきまして、小学生の
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方から子育て中の方までいろいろな世代の方が様々なグループに分かれて話されていたの

ですけれども、皆さん共通して、自分のことだけでなくて自分の家族であったりだとか、

友達であったりだとか、あと将来のことをすごく深く考えていらっしゃって、本当に小学

生からも自由に意見が出ましたし、大学生からもすごく意見が出ましたしというところで、

本当にいろいろな視点を得られたなと思います。 

 そのような様々な思いであったりだとか、意見が尊重された上で、こども大綱が真にこ

どもまんなかの中核をなすところになるように、皆さんでというか、今後まとめていただ

けたらなと思っております。 

 今後の目標についてですが、先ほど土肥委員長のほうからもありましたが、現在、登録

者がいけんぷらすのメンバーが4,000人ほどというところで、私たちの目標としては１万

人というところで、数のほうは具体的になっているのですけれども、より多くのこども・

若者から意見が聴けるようにしていきたいと思っているので、また様々な角度から広報を

展開していきたいと考えています。なので今後、皆様にもいけんぷらすの周知であったり

だとか拡散というところ以外に、また広報の方法の提案というところをしていただけたら

なと思います。 

 広報班の発表は以上になります。ありがとうございます。（拍手） 

○土肥委員長 ありがとうございます。これで全部ですね。 

 そうしましたら、ぽんぱーを含めていけんぷらすも、先ほど時間がなかったので、ぽん

ぱーの皆さんからも課題意識の提起みたいなものもありましたが、委員の皆さんから御質

問やコメントがあれば御意見いただければと思いますが、いかがでしょうか。 

 先にオンラインにします。黒木さんからお願いします。 

○黒木委員 こんばんは。高校生の黒木碧恵といいます。たまちゃんと呼んでください。

よろしくお願いします。 

 私は現在、専門委員会と同時に、こども若者★いけんぷらすにもメンバーの一人として

参加させていただいています。ですので、いけんぷらすに参加させていただいている側と

しての意見だったり、そこに参加していく中で感じた疑問について、大きく２つに分けて

話させていただけたらと思います。 

 以前、委員会でもお話しさせていただいたことがあるのですが、昨年度まで開催されて

いたユース政策モニターというものにも私は参加させていただいていました。そこでは、

意見の募集方法がアンケートとオンラインでの対話に限られていたというのもあって、政

府から聞かれたことに答えているというような印象が強かったのですが、現在、こども若

者★いけんぷらすでは、意見を言う方法も多様で、前回もこども大綱に関するチャットの

会にも参加させていただいたのですが、様々な方法を使って自分の言いたい意見だったり、

あとは言いにくい意見とかも考えたりしながら、ありのまま意見を言えるような仕組みが

すごく整っていて、とても自分の意見を伝えやすい環境になっているなと感じて、いいな

と思いました。 
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 ただ、その一方で疑問に思ったところも幾つかあって、それを踏まえて４点ほど提案さ

していただけたらなと思いました。 

 １点目は議題の設定についてなのですが、最初のほうにもお話があったと思うのですが、

時々問いが抽象的なことがあって、答えにくいなと感じることがあります。こども大綱に

関するアンケートとかにもあったのですが、問いが漠然としていると逆に自由度が高過ぎ

て、どんなことを答えたらいいのかイメージがつきにくいところがあるのではないかなと

思いました。 

 そこで提案なのですが、事務局側の方にも負担が結構大きくなってしまうのは課題かも

しれないのですが、トピックの事前学習という形で、何か資料を添付して送ることができ

たら、どのような問題意識だったり、省庁がどのような文脈でどういう質問をしたいのか

というのが理解しやすくなるので、そういった添付資料があると、理解を深めながら意見

を言うことができるのではないかと思いました。 

 ２点目なのですが、いけんぷらすの内容ではなくて、それに参加を促すときに、今現在

メールで案内が送られていると思うのですが、その方法についてです。私もメールを受信

しながら、それを確認して、アンケートを送ったりしているのですが、メールだと流れて

しまってとても見にくいというか、参加しづらいなと思ってしまうときがあるので、以前

行われていたユース政策モニターでは、専門のウェブページが作られて、そこからアクセ

スできるようになっていたので、そういう仕組みがあると一覧として見やすいし、分かり

やすく、情報が流れることなく参加しやすいのかなと思いました。 

 あとは、先ほど広報班の方から疑問というか提案をしてほしいなったところも一つあっ

たのかと思ったのですが、SNSで現在広報が行われているということだったのですが、学校

を使用した広報というのは可能なのでしょうかというところが一つの御提案というか疑問

として思ったところです。 

 文部科学省の方とも、今後こども家庭庁さんが連携していくということだったので、学

校の場を使って広報していくと、SNSなどどうしても興味がある子だけがその情報を見つ

けることができると思うのですが、学校という場を活用すれば、もっと多くの人がその情

報を目にすることができるのではないかなと思いました。 

 すみません、ちょっと長くなってしまうのですが、最後に１点いいですか。先ほどめが

みさんが、ぽんぱーの立ち位置が分からないとか、どこまで携わることができるのかとい

うことについてお話しされていたと思うのですが、その点について私もすごく共感してい

て、現在、専門委員会では今、高校生が１人、周りの若者の方もいらっしゃったり、あと

すごく参加して意見を発表しやすい環境があって、すごく参加しやすい環境ではあるので

すが、同年代の人が少ないとどうしても緊張してしまったりだとか、あとは私自身もそこ

まで専門的な知識を持っているわけでもないし、今まで主体的に何か特別な取組をしてき

たわけでもないので、どういう立場からどんな意見を言っていいのかというのがやはり私

も分からないなというところは、結構委員会に参加する中で緊張してしまう要素の一つに
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なっているなと思っています。 

 なので、今後、いけんぷらすのぽんぱーの皆さんとももっと話をしながら参加すること

ができたら、若者の皆さん、私もすごく意見が言いやすいし、あと実際に話し合った内容

をよりダイレクトにいけんぷらすに反映しやすいのかなと思ったので、今後、来年度から

専門委員会に若者、こどもを採用するのかというところにもつながると思うのですが、考

えていただけたらなと思いました。 

 長くなりましたが、以上が意見です。ありがとうございました。 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 非常に具体的で、すぐに生かせる意見もあったかなと思います。 

 学校での広報ということについて質問もあったかなと思うのですが、これはいかがです

か。 

○加藤専門官 文部科学省さんの御協力を得て、チラシのデータを各学校に自治体、教育

委員会を通じて送付をお願いするということはこれまで行っていて、その結果、学校単位

でチラシを児童・生徒数送ってくださいというような御要望をいただいて、直接こちらか

らお送りしたりというようなことは、夏を過ぎたぐらいのタイミングでさせていただけて、

それは一つ、ようやく学校まで情報を届けることができたなというところはあるのですけ

れども、決して全ての学校に送れているわけではないですし、どこまで受け取られた先生

がどのくらい展開してくださっているとかというところも、まだまだ一部のところにしか

届いていないというのが現状ですので、また来年度に向けても広報資材を作って、学校な

どと連携しながら、学校だけではなくて児童館でしたり、青少年センターでしたり、そう

いうこどもたち、若者たちがいらっしゃる居場所、現場に届けられるようにというところ

は計画をしているところです。 

○佐藤参事官 簡単に補足だけすると、夏に、学校もそうなのですけれども、相当数チラ

シの電子媒体は配っています。物として紙を配ると現場の人が大変だみたいな意見もちょ

っとあったりするので、そこはまずは転送しやすい形でやって、お求めがある学校とかに

はチラシそのものもお配りする。それは児童館なんかもかなり手広くやりました。それは

一発で終わらせるのではなくて、継続的にというか定期的にやりたいなと思っているのが

一つ。あと、今年度の後半か来年度に入ってしまうか分からないのですけれども、こども

基本法に関して学校とか児童館の現場で知ってもらおうと、職員が出向いていって出張講

座をしようとしているのです。その中でも、いけんぷらすのことも含めてアピールをして

いって、一人でも多くの方々に参加を募りたいななんて思っています。 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 菊池さん、お願いします。 

○菊池（真）委員 まりっぺと申します。 

 初めましての方、よろしくお願いします。ぽんぱーの皆さん、会ってみたかったので、

よろしくお願いします。オンラインですが、すみません。すばらしい発表、ありがとうご
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ざいました。 

 ぽんぱーの立ち位置、何だろうねという悩みというか課題にもぶつかっているというか、

そういったところもあるのだなというふうに思ったのですけれども、ほかにも何か活動を

ここまでしてみて課題感を感じたり、皆さん学校とか仕事を終えてからミーティングした

りするのかなとかも推測しているのですけれども、やってみて、こういった若者参画の活

動をしてみて大変さとか、こうなっていたらもっといいのかなという結構個人的な思いで

もいいのですけれども、ある方は教えていただけるとうれしいです。 

○やのちゃん（ぽんぱー広報班） では、広報班のやのちゃんですけれども、大丈夫です

か。 

○土肥委員長 どうぞ。 

○やのちゃん（ぽんぱー広報班） ありがとうございます。 

 先ほど黒木さんもおっしゃってくださったのですけれども、やはりSNSというところで

関心がある層であったりだとか、あと、批判的に見る大人というところも見たりとかして、

私たちがスポットとして狙っているこども・若者に届いているかどうかというところが、

私たちも実は実感としてはなくて、いいね数であったりとかリツイート数というのは確認

しているのですけれども、それが実際に本当にこども・若者のいけんぷらすの登録につな

がっているのか、声を上げたいという気持ちにつながっているのかというところが不透明

でして、実感としては本当に自分の口で口コミで広げて、私、入ったよとかいう人を聞く

とありがたいなというふうに思うのですけれども、広報をしている中でフィードバックと

いいますか、そういったところが何か返しがあるといいなと、メンバーの増加以外にもあ

るといいなと思っていますし、こども・若者に情報を届けるというところで、やはり手元

までというのがなかなか難しく、保護者の方の同意も得た上でいけんぷらすに参加という

ことなので、保護者の方が大分関わっている小学生の方とかも多いのではないかと推測し

ていまして、そういった方にも普遍的に情報が届くようにというところが難しいなという

ふうに感じております。 

○土肥委員長 どうぞ。 

○ゆりなさん（ぽんぱー企画班） 企画班のゆりなと申します。 

 先ほどの情報が届くというところに関する話なのですけれども、私は今現在高校生で、

私が中学生のときに周りの友達とかにこども家庭庁だったり子どもの権利のことを知って

いるという話を聞いたときに、子どもの権利の名前は知っているけれども内容は知らない

という人が本当に60％以上いて、今、企画班でもアンケートとかを募集したりとか、いろ

いろいけんひろばとかを実施したりいろいろしているのですけれども、実際にやっている

ことが、私の周りの友達とか同年代の人たちにちゃんと届いていないのかなというのが今

すごく課題だと思っています。 

○土肥委員長 ほかの皆さん、大丈夫ですか。 

○めがみさん（ぽんぱー運営班） それでは、私からは２点ほど課題かなと感じていると



20 

ころがあるので、お伝えさせていただきます。 

 まずは、いけんひろば、ぽんぱーとして関わっていく中で、こども家庭庁さんとかサポ

ーターの皆さんとの連携がまだぽんぱーの中でできていないかなと。ぽんぱーと大人の方

との連携がまだうまくしっかりできていなくて、ぽんぱーとこども家庭庁さんとかサポー

ターさんの認識がずれてしまっているところがあるかなと。そこをもうちょっと連携して

いかなければいけないと思っているし、そこと話せる時間をもうちょっと欲しいかなと思

っているのと、あとは私たちもいろいろなところに住んでいるので、いけんひろばという

ものに対面でこの前のこども大綱にも参加するとなったときに、遠い人だと参加しづらい、

来づらくて、例えばホテルを取るにしても、この近くだと取りづらかったとか、集合する

ときに遠いところから来るとここまで来るのが大変だとかがあって、それは私たちぽんぱ

ーだけでなく、こども大綱に参加してくださった地方の方とかも同じように感じていった

ところもあるのかなと思っているので、地方の方をここに呼んでというのはちょっと難し

いというところもあるのかなと個人的に思っていて、もうちょっと地方で開催するいけん

ひろばが増えてもいいのかなというふうには思っています。 

 以上です。 

○土肥委員長 全国キャラバンすればいいですよね。言うのは簡単ですけれども。 

 では、オンラインでゆいさん。 

○ゆいさん（ぽんぱー企画班） 企画班のゆいです。 

 私は、活動するときに、ぷらすメンバーとしてというのと、中でもぽんぱーとしてとい

う視点を持ちながら活動することを心がけているのですけれども、ゆりなさんと似ていて、

どれだけ多くの周りの人に伝わっているのかというのがすごく不安で、活動する中でSNS

とかでどうしてもぽんぱーへの批判は目に入ってしまうので、それでしんどい思いをして

いるメンバーもいるという声も聞いたので、そこが大変だなと思っているのと、個人的な

ことなのですけれども、自分は東京に行けないことが多くて、対面では皆さんと会ったこ

とがないので、距離を縮めるのが大変だなと思っています。 

 以上です。 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 どうぞ。 

○川中委員 ぽんぱーの皆さん、発表ありがとうございました。それぞれ１つずつ質問で

きたらなと思っていました。 

 先ほど運営班のほうでめがみさんが発表されて、どこまで自分たちが関わっていけばい

いのだろうみたいな話があったのですけれども、運営班としてというのは難しいでしょう

から、めがみさんとしては「ここまでやってみたいみたい」という希望があるのでしょう

かどうでしょうか。あるのであれば、この場でぜひ聞かせてもらえるといいなと思ってい

ました。また、先ほどの報告ではこども家庭庁との連携がうまくいっていないという感じ

でしたが、どんなときに、もっとこんなふうになったらいいのにと思われたり、あるいは
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自分たちはもっとここまでやりたいのに…と思われたりしたのでしょうか。思ったことを

聞かせてほしいなと思いました。 

 ゆりなさんとゆいさんの企画班、お二人の話でしたね。アンケートを取っていて、工夫

していっぱい集めたという話でしたが、集めたアンケートの中からどういうふうにこれか

らテーマを絞り込んでいこうとしているのでしょうか。今、どんなふうに考えているのか

を聞かせてほしいなと思いました。そのときに、単に事務的にこういう段取りで絞り込み

ますというだけではなくて、ゆいさんなりゆりなさんが、こんなことを大切にして絞り込

んでいきたいなと思っていることを教えてほしいなと思いました。 

 最後、広報班のやのちゃんさん、いきなりちゃんづけて呼んで大丈夫かな…。 

○やのちゃん（ぽんぱー広報班） 大丈夫です。 

○川中委員 やのちゃんから発表していただいて、気になったことがあります。広報班を

されている方々にしても、今、ぽんぱーをされている方にしても、「やっていて面白いな」

とか「こういう経験って新しいな」と思ったときがきっとあると思います。そこにはやり

がいというのもあるかもしれないですけれども、そういうメッセージは今、どんなふうに

発信されているのでしょうか。今、こんなふうに進んでいますよとか、こういうふうに意

見反映していますよというのは、言い方は悪いですけれども別に省庁の人でもできる話で

しょう。こども・若者当事者として、実際のところ「この辺が面白いね」など感じるもの

を表現することは大人にはなかなか難しいことで、その辺りをどういうふうにされている

のかなというのとかが聞けたらいいなと思いました。 

○土肥委員長 では、めがみさん。 

○めがみさん（ぽんぱー運営班） やってみたいこと。できるとしたら、運営班の中だっ

たら、会議を今、大人の方が、サポーターさんが司会をやってくれていて、運営班の会議

とかも仕切ってくれているのですけれども、それをこどもというか私たちだけでやってみ

たいなという意見が運営班の中でまず一つ出ているのと、こども・若者の皆さんに向けて

というか、ぷらすメンバーに向けてどういうことをやっていきたいかなというと、運営班

の中では、専門的なことを勉強してはいないから難しいかもしれないけれども、ファシリ

テーターとかができたらやってみたいなというふうに、自分たちの同年代とか、ちょっと

小さい子とか、なかなか意見を言えないけれども、ファシリテーターさんよりも私たちが

ちょっと同年代というか近いので、意見が聞き出せるのではないかなということをやって

みたいなというふうに、ちょっと難しいかもしれないけれども思っているのかなと。勉強

しているわけではないから、どうなのだろうな、その辺ちょっとうーんという感じがある

のですけれども、それをやってみたいというのと、あとは今後やっていきたいこととして

は、メールの文面だったりとかアンケートの文面が、私の運営班には中学生の子もいるの

ですけれども、中学生のメンバーからしたらちょっと読みづらいなと感じるところがあっ

たりとか、アンケートもちょっと答えづらいなとか、難しい言葉があるなというところが

あったので、そういうのを先に運営班とかで見させてもらって、こども・若者、私たちの
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意見として、もうちょっとここは分かりやすくしたほうが届くのではないかなとか、そう

いうのができたらうれしいなと思っています。 

 以上です。 

○川中委員 どれも難しくはないと思います。大丈夫です。 

○ゆりなさん（ぽんぱー企画班） 先ほどのアンケートをこれからどういうふうに絞って

いくかというところなのですけれども、これは今週の班会議で話し合ったことでもあるの

ですが、今、アンケート数が200件来ていて、それをどのように絞っていくかというのをこ

の間の班会議で話し合いました。そこであった意見は、全部を提示して、ぷらすメンバー

に選んでもらうというのと、こっちの中で少し絞ってから選んでもらうというのがあって、

それを班会議で話した結果、200件から選んでもらうというのは、ぷらすメンバーにとって

すごく負担になってしまうと思うので、200件の中にテーマごとの15個のカテゴリーがあ

って、そのカテゴリーの中から、ぽんぱーと事務局の方とサポーターの方で少しピックア

ップして、数を絞った中からぷらすメンバーの方から選んでもらうというのを考えていま

す。 

 これは、アンケートいただいた中から、200件ある中からこっちで決めてしまうというの

もちょっとなと思ったのと、でも、ぷらすメンバーの方に負担をあまりかけたくないとい

うのがあって、そういう方法で選ぶことにしました。 

 ピックアップする基準というのは、私たちの中でどういう基準で比較すればいいかとい

うのを話し合った結果、いろいろな年代の人、小学生でも社会人でも話しやすいトピック

というのと、背景知識がなくても話しやすいトピックを選んでいきたいなというのを今、

話しているところです。 

○やのちゃん（ぽんぱー広報班） 御質問ありがとうございます。 

 面白さであったりとかやりがいというところなのですけれども、まさに先日、加藤大臣

とお会いしたときに同じことを問いとしていただきまして、面白さとかやりがいを考えて

おいてくださいという問いをいただきまして、私個人としては、こども家庭庁さんであっ

たりだとか、運営の事務局の方であったりとか、あと全国の本当に中学生から大学生まで

というところと関わりながら、意見交換しながら進めていけているというそのプロセスに

すごく面白いなというふうに感じていまして、けれども、やっていて面白いなという気持

ちを確かに御指摘どおり発信というところまで持っていっていなかったなと思いまして、

今、いけんひろばが開かれていて、その広報をというところをお伝えしたのですけれども、

結構そういったことで皆さん普通に学業であったりとかもある中で並立してというところ

で、発信の頻度というものが今のところ少ないなというふうには思っていまして、そこか

ら来る認知度の低さ、ぽんぱーの実態がつかめないというところもあるのかなと思ってい

まして、広報班自体が今、チャットを中心に動いていまして、全体会議であったりだとか

広報班の会議を割と頻回に設けて、やはりこういうところはやっていて楽しいよねという

ところ全体で共有しながら、それも同じくその熱量で発信であったりとかしていけたらな
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というふうに、御指摘いただいて思いました。ありがとうございます。 

○川中委員 オフで話したりとか集まったりする場とかもあるといいですね。今、タスク

のために集まっているので、仕事しているみたいな感じがあるので、遊びもあると、そう

いう熱量とかも工夫とか出てくるかなと思います。そういう意味では、一人一人の得意な

こととかやりたいこととかで、大人が決めた班と仕事だけやるのではなくて、皆さんで勝

手に係とかをつくってもいいと思います。 

 すみません。ろくでもないことを言っていると皆さんに思われるかもしれないです。 

○佐藤参事官 どんどん言ってください。 

○土肥委員長 では、紅谷さん、お願いします。 

○紅谷委員 ありがとうございます。 

 紅谷といいます。紅さんと呼んでください。 

 ぽんぱーの皆さん、発表ありがとうございます。 

 僕からは、質問というよりは現状共有みたいなものになるかもしれないのですけれども、

僕自身は医療的ケア児と呼ばれるこども・若者と関わる活動をしています。そういう僕が

一緒にいるこどもたちというのは、今回のいけんぷらすなどで意見を言うこととすると、

恐らくオンラインや集合というよりは、出向いてインタビューするスタイルに入る子たち

かなとは思っているのです。ただ、その子たちの言語の習得状況とかコミュニケーション

方法も様々で、出向くスタイルなら十分コミュニケーションが取れるのかというと、それ

も実は難しい場面も結構あるこども・若者たちです。 

 ただ、僕は現場でその子たちといろいろコミュニケーションを取っているのですけれど

も、大人とその子たちでコミュニケーションを取ると、この子は何を言いたいのかちょっ

と受け取れないなと思うときでも、同年代のこども同士とか若者同士だと分かる分かるみ

たいになっているシーンを結構よく現場で見かけます。今のいけんぷらすの仕組みとかぽ

んぱーの立ち位置みたいなことで、すぐにそういうところに出向いてくださいというわけ

にはいかないとは思うのですけれども、医療的ケア児みたいなこどもたちの意見を聴く方

法というのは、こども家庭庁職員や専門家がやる分野だから任せておけば大丈夫というイ

メージには思わずに、実は職員や専門家もとても困っているというか、その子たちの意見

をしっかりキャッチする方法に関してまだ確立されていない部分が結構あって、ただ、本

当に同世代の子たちが同じ波長でしゃべっていると結構把握してもらえることが多いとい

うことも僕は現場では気がついているので、何かいい形で医療的ケア児というこどもたち

とか、または聴覚障害とかも含めたちょっと言葉、コミュニケーションスタイルが言語と

いう方法だけではない子たちに関する意見聴取に関しても、皆さんの世代が関わってもら

ったり意見をもらえるとより深まるだろうなと思って聞いていました。またそういう話も

どこかで検討できる機会があればなと思いました。 

 以上です。 

○土肥委員長 ありがとうございます。 
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○佐藤参事官 一言だけいいですか。 

○土肥委員長 どうぞ。 

○佐藤参事官 紅谷さん、ありがとうございます。 

 今回、こども大綱の意見を聴く取組の中で、出向く型というので初めて障害児支援施設

に行きました。僕自身ではなくて加藤が行ったのですけれども、そこは発達障害の子たち

に話を聴く形にして、施設の職員さんがすごく工夫をしてくださりながら、いい雰囲気の

中で意見を聴けたと聞いています。 

 めがみさんがさっき言ってくれた同年代のこども・若者というのも、今の紅谷さんの話

とも関係するのですけれども、僕もこども家庭庁をつくるときからずっと、この枠組みを

つくっていくときから、大人のファシリテーターみたいな方とは別に、年齢が近いお兄さ

んお姉さん的という言い方なのか、そういう役割の方々がいたほうがいいよねというのは

ずっと思っていて、まだ今はできていないのです。だから、めがみさんのお話はすごくう

れしかったし、同じことを僕も考えているので、一つ一つ一緒になって、いろいろ試行錯

誤もあると思うのですけれども、できたらいいと思うし、そういう中で紅谷さんが今おっ

しゃってくださったような障害のあるこどもたちとも、まさに同年代の子がお話を聴くと

か、少しプロの方も入るとか、いろいろなことを組み合わせてうまくできたらいいなと思

いました。 

 ありがとうございます。 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 まだ御意見がある方もいらっしゃると思うのですが、次の議題もありますので、これは

事務局の皆さんとまた御相談できればなと思いますが、ぽんぱーの皆さんとも今日顔を合

わせて雰囲気が分かったので、いけんぷらすについて、この専門委員会でも集中的に議論

する場がどこかで持てたほうがいいのではないかなと思いました。 

 あとは、町田市さんの先ほどの事例もすごく参考になるところがあるなと思いましたし、

政策反映という意味では、既に自治体が先行している部分があると思うので、町田市さん

を含めて自治体からの発表というか話題提供みたいなものもこの専門委員会の中で扱って

いけると参考になる部分があるのではないかなと思いまして、また相談できればなと思い

ます。 

 すみません。では、まだ言いたいとか質問したいという方もいらっしゃったかもしれま

せんけれども、次の議題に移らせていただきたいなと思います。 

 最後、議題の３番で「こども・若者社会参画についてのヒアリング」ということで、３

つの団体の皆さんから話題提供いただきたいなと思っております。 

 まず、事務局のほうから説明いただけますか。 

○高山補佐 簡潔に今回のヒアリングの位置付けだけ御説明させていただいて、それぞれ

の団体の方々にバトンタッチできればと思います。 

 委員の皆さんはもう御存じだと思いますけれども、専門委員会の考えるべきことという
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ことで、こども・若者の意見を言うような機会をどうやって守るかですとか、そういった

社会への参画の機会をどうやってつくっていくか。また、そういうムードをどうやってつ

くっていくかですとか、関係する方々とどう連携するかみたいなところを考えていくとい

うのが、この専門委員会のミッションになっているところでございます。そういう中でま

さに社会参画だとか意見反映というところに取り組まれている、それぞれ、「地域に根差

して」ですとか、「より広い規模で」ですとか、「個別の社会課題に関して」ですとか、

取り組まれている団体の皆さんのお話を聞いて、議論を深めていきたいというような位置

づけとしてこのような場を設けているというところでございます。 

 簡単ですが以上です。 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 そうしましたら、うらほろスタイル事務局の皆さんから、それぞれ10分ずつで話題提供

いただいて、最後まとめて質問等と意見交換というような形にさせていただければなと思

います。 

 では、うらほろスタイル事務局の皆さん、お願いできますか。 

○うらほろスタイル事務局本間さん 改めまして、皆様こんばんは。北海道十勝にある浦

幌町というところから参加させていただいております。うらほろスタイルという事業を行

っておりますので、その中の取組について一部御紹介させていただきます。 

 「子どもの思い実現事業」というお名前の事業について御紹介をさせていただきます。 

 私ともう一名、上田の２名で役割分担しながらお伝えさせていただきます。 

 自己紹介は省略させていただきます。 

 浦幌では16年前、高校が募集停止になったり、近隣町村との合併が破談になったりとい

う地域の存続の危機感に直面しまして、そのときに、こどもの声を聴いて、こどもを真ん

中に据えたまちづくりを進めていこうという判断を16年前に行いました。その結果、これ

まで16年間積み上げて、こどもの声を聴いて、こどもを真ん中に置いたまちづくりを行っ

ていった結果、地元への愛着ですとか社会に対する当事者意識、担い手意識を持った若者

がたくさん育ってきました。 

 何名か御紹介させていただきます。 

 町内唯一のそば店、後継ぎがいないから閉めるということになったときに、この若者は

そば屋になりたかったわけでも飲食を志していたわけでもないのですけれども、地域の食

文化を守りたいという理由でゼロから修行を行って、二十歳で店主として経営を引き継ぎ

ました。 

 この子も今、23歳ですけれども、町長に意見を提出する事業に参加していました。今の

若者と同級生です。自らを育んだ地域の大人たち、自分の声を聴いてくれた大人たちの背

中を見て、憧れと感謝の気持ちを持って、自分を育んだ地域の高齢者の支援ですとか、同

じく自分が今度は大人になって、こどもたちの教育支援を行っていきたいということを志

してＵターンしてきた若者です。この子も、本当に小さい頃から地域の大人に意見を聴い
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てもらったり、育んでもらって、育ってきました。 

 この子は、家業が電気屋さんなのですけれども、手伝いながら、ライフワークとして教

育ですとかまちづくりの活動に積極的に、日常的にボランティアで参画してくれたりして

います。 

 この子は、半農半Ｘの働き方モデルづくり、それから持続可能な次世代に環境資源を残

すために環境再生型農業の在り方を模索するというような形で担当者として活躍してくれ

ています。 

 この子は大学生ですけれども、起業し、地元を誇れる町にするということを実現するた

めに、今、札幌の大学で経営の勉強をしています。 

 この方は、高齢となった先代から地元のレストランの経営を25歳で引き継いで、その後、

今年30歳になりましたけれども、Ｉターンの若者を巻き込んで、指定管理から大手が撤退

した後、担い手がいなかった地元温泉の経営を引き継いでいます。 

 このような形でいろいろな若者が育ってきたのですが、彼らがどんな育みを受けてきた

かということを御紹介させていただきたいと思います。 

 基本的には「子どもの思い実現」ということで、名前のとおりで、こどもたちの思いを

大人が形にしていくという取組なのですが、先ほどの議論で皆様方も繰り返しおっしゃっ

ていましたが、意見を言いやすい環境の整備というものは、私たちもとても大切だと思っ

ています。とても時間をかけて、丁寧にやっています。どれぐらい時間をかけるかという

と、浦幌では８年間の時間をかけています。小学校１年生から中学校２年生まで、義務教

育の中に、地域の大人が日常的に関わる仕組みをつくって、８年間かけてこどもと大人の

信頼関係と絆を育んでいきます。 

 中学校３年生になって、大人に対する信頼感をきちんと育んだこどもたちが、今度は自

分たちを育んだ町に対してどんなことができるかというアイデアを考えたりだとか、アク

ションを起こしたりしまして、その思いを大人に託す発表会を中学校３年生で行います。

実は年に１回の発表会なのですが、それは今日の午前中に行われました。 

 そこで、今度はこどもたちが考えた思いを大人がしっかりとバトンを引き取って、こど

もの思いを実現していくために、大人が今度は頑張る番ということで、月に一度、「子ど

もの思い実現ワークショップ」というものを行っています。町民有志のワークショップで、

充て職などは一切ありません。こどもたちのために実現したいという思いを持った様々な

立場の大人、いろいろなお仕事をしている人がいます。月に１回、仕事が終わった夜の時

間に集まって、こどもたちの思いを形にするためのワークショップを行っています。年に

10回ぐらいのペースで行っていまして、今年の８月に100回目を迎えることができました。 

 その結果、いろいろなものが実際形になっています。こういったキャラクター、こども

たちが考えたものです。マンホールですとか、バスのデザインですとか、写真にはありま

せんが着ぐるみがあったり、いろいろな町の至るところの看板に使われています。隣町の

人は誰も知らないキャラクターなのですけれども、浦幌町民は赤ちゃんからおじいちゃん
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おばあちゃんまでみんなが知っているキャラクターになっています。 

 それから、豪華ゲストをお招きして左上は大迫傑さん、その隣が朝原宣治さんが写って

いるかと思いますが、うらほろマラソンというものを去年、今年と実施しました。今年は

全国から1,000名のランナーたちが集まってきました。これもこどもたちからの意見を反

映したものです。 

 町の花ハマナスの化粧品ブランドを立ち上げるために、地域商社も立ち上げました。こ

どもたちのアイデアを実現させるための会社をつくりました。 

 こういう中で、こどもたちは実際どういうふうに思っているのかということを、実際映

像があります。テレビで紹介していただいたときの映像がありますので流したいと思いま

す。当時、高校３年生の子の言葉です。 

（動画再生） 

 やはりこの町は、僕たちのこういう活動をこどもの活動だと受け流さないで、しっか

り真剣に検討してくれる、すごい温かい町なので、大人になったら、次は自分が浦幌に

戻ってきて、サポートする側に立って、どんどん若い年代からもこの町を盛り上げてい

きたいなと思うので、大人になってもこの町にいたいなと思います。 

（動画終了） 

○うらほろスタイル事務局本間さん この子は高校を卒業した後、今、農協の職員として

町で頑張っていますけれども、大人から意見を聴いてもらったことで、しっかりと社会に

対しての当事者意識、世代間の信頼関係を築いた上で、地域の担い手になっていく、社会

の担い手になっていくということが、既に形になり始めているのかなと思います。 

 ここまでは事実ベースの御報告でしたので、ここで上田とバトンタッチしまして、引き

続き御紹介を続けたいと思います。 

○うらほろスタイル事務局上田さん 最後に私のほうから、浦幌のこの取組の特色を少し

私たちなりに整理してお伝えしたいなと思います。 

 浦幌の取組の特色は、まず１つ、大人とこどもの日頃の関わり合いの土壌の上に思いが

つながれている点かなと考えています。急に提案をするという関係性よりは、いろいろな

大人と関わりながら、いろいろな世代が関わりながら過ごしてきた中で、提案と、それを

実現するというプロセスがなされている点が一つの特徴かなと思います。 

 それから、大人側に目を向けると、一人でも多くのこどもの願いをかなえたいと思って、

大人がわいわい寄り合って、実現に向けて知恵を絞っているというところも大きな特色か

なと思っています。 

 政策反映とは少し違って、町の草の根の活動として何が実現できるかなというのを知恵

を絞っていますので、何か１つに決めなくていいとか、組み合わせて考えてみてもいいと

いう自由な発想で、大人がわいわい取り組んでいるという特徴があります。 

 このように、草の根で始まった取組を、後に町が、行政が事業として位置づけて、持続

発展をサポートしてきています。 
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 冒頭に紹介させていただいたように、このような大人の取組を、大人の姿を見てきた、

味わってきた次世代が、今度は自分たちも預けるだけではなくて一緒にやってみたいなと

か、担ってみたいなという思いを持つようになって行動を移している、その点が、世代間

で願いとその実現という循環が起きているという特徴と整理できるかなと思っています。 

 このように、想いが受け継がれていくことで、持続可能な社会づくりというのが可能に

なっていっているのではないかな、その端緒が開かれているのではないかなと考えていま

す。 

 最後に、この委員会の検討事項、先ほど事務局の方からも御説明がありましたけれども、

大きく政策反映のための御意見表明機会の確保と、多様な社会的活動への参画機会の確保

の在り方を主な検討事項とされているかなと思います。浦幌の特徴としては、直接的には

②のほうに大きなインパクトがあるかなと考えていて、様々な世代が自ら担っていく担い

手となるということも含めて、多様な学びと参画が実現しているかなというふうに思いま

す。 

 大人のほうも関わる中で、自分の町とか社会について学んで参画するということにつな

がっているかなと思います。 

 ①についてですけれども、今、浦幌の現状としては、これだけを目的としたツールとい

うのは置かれていないことになるかなと思います。ただ、草の根の活動の結果として、公

的な事業に結びついていることがあるというのが１つ。 

 それから、その前提としてになるかもしれないのですけれども、そもそもいろいろなこ

とに意見を表明しやすい信頼関係の構築はなされてきているかなと思います。 

 今、浦幌としては、こどもとか次世代を大事にしたまちづくりに共感する人とか組織が

集まり始めているところです。内外、出身者、それから外からそんな町に引かれて集まっ

てきた方も含めて、この春の統一地方選で複数の若手女性町議も誕生しています。そうい

うところを見ると、①、②を含めて、双方向いい循環がこれからますます浦幌では生まれ

ていくところかなというふうに考えていて、直接的な政策形成もですし、草の根の民間も

含めた社会活動もですし、それぞれを引き続き私たちとしても支えられるように取り組ん

でいきたいなと考えています。 

 以上です。ありがとうございました。（拍手） 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 次に、CoCoTELIの皆さんから発表いただければなと思います。 

○CoCoTELI平井さん 話させていただきます。CoCoTELIです。 

 まず、僕の自己紹介からさせていただきます。 

 僕は今、関西大学４年生で、４月から大学を休学している平井登威といいます。今日は

静岡の浜松から来ました。 

 僕自身の原体験として、幼稚園の年長のときに父親が鬱病になって、虐待だったりとか、

今、ヤングケアラーとすごく言われていると思うのですけれども、そこの情緒面のケアと
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かを経験してきました。 

 CoCoTELIという団体は、ずっと学生団体でやってきた団体なのですけれども、今年の５

月に法人化をして、精神疾患の親を持つ25歳以下の支援だったりとか、居場所づくりを行

っています。 

 目指しているのは、精神疾患の親を持つ子ども・若者支援の土壌をつくるというところ

で、今、日本においてこういう子たちを対象とした支援は本当に空白の領域なので、そこ

に取り組んでいきたいと思っています。 

 活動内容とかは本当にオンラインで、スラックとかを使って居場所みたいな感じでやっ

ていたりだったりとか、その中で性に関することであったりとか、キャリアとかメンタル

ヘルスとか、必要だけれども届きづらい情報を、当日参加しなくても録画配信とかで届け

ることで、いつでもそういう必要な情報に接続できるようにしていることだったりとか、

あとは定期的にそういう場を開いていくことによって、何かあってもあの日になれば行く

場所があるみたいな安心感とかがあったりするのではないかなと思っています。 

 あとは個別相談みたいなものもやっていて、一緒に考えるみたいなところをすごく大切

にしているのですけれども、その中で断ったり、ノーと言ったりだとか、あとは人を頼る

みたいな練習とかにもなっているのではないかなみたいなところを思ったりしています。 

 今まではずっと学生団体で、お金とかもどこからも取らずにやっていたのですけれども、

５月に法人化してから本格的にやっていくというところで、来月からソーシャルワーカー

さんとかも非常勤ではあるのですけれども入ってもらったりして、より支援文脈を強くし

ていきたいなと思っていて、必要とする情報とか、知る、選ぶ、使うのハードルはそれぞ

れハードルがあると思うのですけれども、そこの知ると選ぶというところのサポートはオ

ンラインでもできると思うので、そういったところのサポートをしていきたいと思ってい

ます。 

 今までの人数とか、ここら辺はどうでもいいと思うのですけれども、簡単に、僕たちが

取り組んでいる社会問題について話させていただきます。 

 まず、精神疾患の親を持つこどもは、ほかのこどもに比べて自身の罹患率が2.5倍高いと

言われていて、メンタルヘルスの影響が大きいと言われています。その中でも僕たちはそ

れを１倍にしたいと、分かりやすく言うときはこうやって言っているのですけれども、そ

ういうこどもたちはすごく少ないように感じたりもするのですが、実際に16～23％と言わ

れているぐらい、かなり多くいる存在というところで、けれども見えない存在となってい

るという現状があると捉えています。 

 僕たちが、何で2.5倍高いのかというところの課題設定を２つしたところで、１個は見え

ない存在となっているため支援とつながらないというところで、偏見とか助けてと言うこ

とは難しいみたいなところとかもあったりすると思うのですけれども、最近、ヤングケア

ラーとかでも相談窓口みたいな待つ支援というもの、僕たちも今現在はそうなのですけれ

ども、そういったものはすごく増えていると思うのですけれども、待つ支援は当事者の自
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覚と助けてと言う勇気を前提とされていると僕たちは捉えていて、それが果たしてできる

のかと言われたら、できる人たちは一部だよねというところと、あとは、この問題はそも

そも問題として認知が低かったりとか、また、キャッシュポイントとなるところがなかな

かない問題なので、資金面のハードルが高いというところはあると思っていて、この問題、

僕たちは国が取り組むべき問題なのではないかなと捉えています。 

 あと、この最後のところも後でちょっと話すのですけれども、貧困とか虐待、ヤングケ

アラーみたいな誰が見ても問題という状況になるまでなかなか支援を受けることが難しい

というところで、逆にその一歩手前の予防的な観点から、早い段階で早期発見・早期介入

することができたら、そういった二次的な困難も減っていくのではないかと捉えています。 

 実際に、ヤングケアラーの相談窓口に当事者からの相談がゼロみたいなところとかもあ

ったりもしているというところで、待つ支援だけでは駄目だよねということは分かるのか

なと思っています。 

 僕たちはその中で、社会側から当事者に気づいてサポートする仕組みをつくっていきた

いと考えて活動しています。 

 ここら辺の補足は飛ばしていくのですけれども、17枚目のところなのですが、日常的な

困難と二次的な困難というめちゃくちゃ適当に作ってしまったスライドなのですけれども、

二次的な困難、さっき言った貧困とか虐待とかヤングケアラーみたいな困難というのは、

起きてからの支援は一定あると思うのですけれども、そのもうちょっと手前の慢性化した

言語化しづらい困難とか生きづらさみたいな日常的な困難な部分はなかなかサポートが少

ないなというところを思っていて、でも、それが積み重なっていくことで二次的な困難に

つながっているケースはかなり多いのかなと思っています。 

 実際に僕たちがつながっている当事者の子たちも、貧困とかであったりとかヤングケア

ラーみたいな状況にいる子たちもかなり多くいるというところで、もっと早い段階で気づ

いていく。僕たちが今やっているのは対症療法的なところではあるのですけれども、その

もう一個手前のところ、気づくというところは必要なのではないかというところと、その

仕組みさえできたら予防的な観点でもっと支援が進んでいくのではないかというところを

思っています。 

 日本には全然支援がなくて、海外とかではかなり進んでいて、左下のスウェーデンの団

体とか、去年見に行かせてもらったりもしたのですけれども、僕達が参考にしている団体

です。 

 今後やっていく必要があると捉えていることと書いてあるところは、僕たちは社会側か

ら当事者に気づいてサポートする仕組みづくりをするために、事例をつくって提言してい

くみたいなところをやっていきたいと思っています。 

 これも複雑なのを逃げてこういう簡単なものにしてしまったのですけれども、まず１個

やりたいところが、当事者のこどもたちが見えない存在となっているというところで、例

えば親が病院とつながっていたときに、そこでこどもに気づくことはできるはずで、でも、
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今は患者単位でしか見られていないというところ。けれども、家族が大変な状況にあった

りだったりとか、うまくそこのコミュニケーションを取ることができずに、より家庭の状

況が深刻化していくみたいなケースとかはかなり多いのかなと思っていて、もうちょっと

ここは家族単位で見られたらいいのではないかみたいなところを僕たちは感じていたりも

します。 

 医師とか支援者とかの意識次第でそういうこどもたちに気づけるか気づけないかみたい

なところが決まってしまっているという現状があると思っていて、それが仕組みとして気

づいて、家族を丸ごとサポートする仕組みをつくっていくべきなのではないかというとこ

ろを感じています。 

 サポートする社会資源がほとんどないというところは、さっき言ったみたいにキャッシ

ュポイントになる場所がないので、かつ、予防的な観点からの支援にもなっていくと思う

ので、本来国がやるべきところなのではないかというところで、僕たちはNPOとして提言し

ていきたいなと思っています。 

 ①のところで、予防的な観点で仕組みづくりを行うことによって貧困や虐待ヤングケア

ラーみたいに二次的な困難が減少する可能性はあるよねというところと、また、経済効果

とかもかなり期待できるのではないかみたいなところも思ったりもしていて、今は少子高

齢化とかが進んでいて、今後の労働という面でもかなりいろいろな問題があったりすると

思うのですけれども、その2.5倍高いメンタルヘルスへの影響を低下することができたら、

そういったこどもの立場の人たちが、仕事だったりとかを休職退職みたいなところのリス

クも低下できるのではないかみたいなところを思っていたりもします。 

 活動の中で感じたことを今から話していくのですけれども、活動を進めていく中で居場

所と支援のニーズは全然違うなというところはすごく感じていて、居場所でつながりみた

いなところで孤独感が解消されたりだったりとか、親はまじでうざい、死ねみたいな、ふ

だん話しづらい、社会から許容されづらいことを話せる場あることというのはすごく安心

感があるのだなということをすごく感じています。 

 対して、支援ニーズみたいなところもあったりすると思っていて、ただ、それは必ずし

もつながったときから持っているわけではないというところで、関わっていく中で、長期

的な関わりの中で、困り事だったりとか、言語化されて具体的な支援を必要とする当事者

みたいなところがいたりだったりとか、また、地方となったときにどうしても交通費の問

題だったりとか、田舎に行けば行くほどこども・若者の母数が少ないので支援団体の少な

さみたいなところもあったりとかすると思っていて、オンラインの中でどうやって支援を

構築していくかみたいなところも今後の課題かなというところを思っています。 

 その中でも、居場所と支援は別物だというところを僕たちは思っていて、もちろんフェ

ーズによっては一緒にするべきフェーズとかもあったりすると思うのですけれども、支援

を前提とした場になることで、状況改善が目的となって、当事者のこどもたちは安全・安

心に過ごすとか声を上げることが難しくなってしまうのではないかと思っていて、支援を
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目的とした居場所みたいな文脈で話がどんどん進んでいってしまうことは結構多かったり

するのかなというのを思っているのですけれども、これに対していろいろ感じることとか

もあったりするという感じです。 

 もう一個のスライドが、さっき言ったみたいに継続して定期的に開かれている場の重要

性はすごく感じていて、来ないからやめるではなくて、来やすいように工夫みたいなとこ

ろで、来ないのにも来ない理由とかがあったりすると思うのですけれども、その１つに、

今は必要ないからというところ。でも、今は必要なくても、いつか必要とする場面とかが

あったりすると思うので、不定期で開催するとかというよりは、定期的にこの曜日、この

時間にやるよみたいなところが決められていたほうが、当事者にとって安心感があるので

はないかというところだったりとか、また、継続的なつながりを選べるということの重要

性とかも、この後、山縣が話してくれると思うので、ここは飛ばします。 

 あとは、さっきちょっと出てきたこととつながることなのかなと思うのですけれども、

専門性との役割分担みたいなところで、専門性を持った人たちはすごく身近ではなくてハ

ードルが高かったりすると思うのですけれども、今、ヤングケアラー支援とかを見たりも

していても、どうしてもつながるところから支援をするところまで同じ人がやらなければ

いけないみたいな、専門性が高い人がつながるところのハードルをどれだけ下げられるか

みたいなところ、あまり得意ではない人とかもいたりすると思うのですけれども、得意で

はない人が不得意なところをどれだけ考えても得意な人には勝らないと僕たちは考えてい

て、それであれば、つながるのが得意な人たちと支援をするのが得意な人たちの接続を考

えていく必要があるのではないかと思っていて、専門性の高い人たちはハードルが高い中、

僕たちがつながりやすい人だったとしたら、僕たちの信頼できる専門性の高い人たちが、

当事者の子たちにとっては信頼できる人の信頼できる人になるのではないかと思っていて、

こういった間に入る存在はすごく大事なのではないかなというのを思っているところです。 

 あとは、自分を主語にして一緒に考える時間とかがすごく大事だなと思っているところ

と、オンラインとオフラインのいい面、悪い面みたいなところはうまく使い分けていく必

要があるのではないかというところを思っています。 

 日常的に声を聴くことだったりとか、日々の関わりがとにかく大事、その継続的なつな

がりの中で声を聴けるのではないかというところは、特に僕たちが出会っている人たちと

の関わりの中では感じています。 

 ただ、こうやって僕たちも話しているのですけれども、僕たちが今、出会えている当事

者の子たちは、さっき見えない存在となっているみたいなところでも言ったのですけれど

も、自分が置かれている状況を自覚できていて、かつ、助けてと言える当事者たちであっ

たりだったりとか、スクールカウンセラーさんとかとつながって、僕たちにそこからの連

絡が来てつながった当事者たちであるというところで、見えない存在となっている当事者

だったりとか、聴けていない声というのはたくさんあるというところは常に自覚的でなけ

ればいけないなと思っています。 
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 その中で、必ずしも支援団体とつながって声を伝えるみたいなところではなくても、日

常的な関わりの中でぱっと出てくることもあったりするかもしれないというところもあっ

たりはすると思うのですけれども、でも、声を聴くというところを考えていくときに、そ

の一歩手前のどうやって見えない存在となっている人たちに気づくのかという仕組みづく

りをしていくということはもっと向き合っていくべきところなのではないかというところ

を思ったりもしていって、こども大綱の中間整理案とかにも、見えない存在となっている、

こういう存在みたいに書かれたりはしていると思うのですけれども、そういう子たちにど

うやって気づいて、どうやって声を聴いていくのかみたいなところはもっともっと議論が

進んでいったらいいなというところは個人的に思ったりもしているというところで、この、

山縣も話すのですけれども、僕からの最後のところは、精神疾患のある親を持つこども・

若者支援を充実させていくというところに関しては、親との対立構造をつくっていきたい

というわけではなく、精神疾患のある方が安心してこどもを望んで育てることができる社

会にもつながっていくのではないかと思っていて、こういったところ、ヤングケアラー問

題だったりとかほかの問題とかも含めて、対立構造を生まない啓発だったりとかもすごく

必要なのではないかなというところを感じています。 

 山縣は、僕たちが当事者として出会った中で今、運営に入っているメンバーなので、こ

の後ちょっとだけお話ししてもらいます。 

○CoCoTELI山縣さん 僕のほうからも軽くお話しさせていただきます。 

 改めまして、NPO法人CoCoTELIの山縣と申します。 

 僕も今、平井からあったように、当事者としてCoCoTELIには出会って、母親が精神科を

患っていてという中で出会いました。そのような中、僕からは当事者として、CoCoTELIに

出会って、子どもの権利とかを発信していくようになっていった過程と、最後、日々活動

の中で感じていることみたいなところをお話しさせていただきたいなと思っています。 

 まず、僕はインターンをしていた会社の掲示板でたまたまCoCoTELIを見つけて、CoCoTELI

がヤングケアラーという発信の仕方ではなくて、精神疾患の親を持つ25歳以下の子ども・

若者というレベルで発信していたから、自分が初めてそこでそうだったのだという、まず

は認知のところができたというところがすごく大きかったなと思っていて、今、平井と話

していくだったりとか、CoCoTELIと出会っていく中で、本当に初めてそこで自分自身が経

験してきたことはケアだったのだということに気づいたということが本当に大きかったな

と思っています。 

 今、自分自身も、去年CoCoTELIと出会って、今、こうしてCoCoTELIとしても働いている

という感じなのですけれども、自分自身の感情だったりとか、嫌だと思うことは嫌だとか、

さっき自分自身を主語にしてという言葉もあったのですが、そういうところは徐々に、僕

のもともとの性格の部分ももちろんあるのですけれども、非常にそういうところはできて

いっているようになっているなと自分でも感じるし、CoCoTELIでやると決めたのも１個、

自分の声として判断できたみたいなところはあるのかなとすごく思っています。 
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 38枚目に行くのですけれども、必要だなと感じているのは、今言ったように、自分自身

が置かれている状況の認知だったり、言語化できる仕組み、あと継続的なつながりはすご

く大事だなと思っていて、これは僕自身の体験になってしまうのですけれども、ケアをし

ていたときはいろいろな機関、地域の警察だったりとか保健所の皆さんだったりとかにお

世話になっていたこともあるのですが、継続的なつながりというのは僕自身も助けを求め

づらかったみたいなところもあるし、かといってそのような方々を責めているというわけ

ではなくて、こどもたちが声を上げやすいだったりとか、なぜ声を上げられなかったかみ

たいなところに向き合っていく必要はしっかりあるのだろうなというところで、CoCoTELI

が目指している地域からの社会からの発見の仕組みをつくっていくみたいなところは絶対

に必要だなと思っているので、僕もCoCoTELIでそこの仕組みをちゃんとつくっていけるよ

うにしたいということで、日々そういうことを感じながら、見えない声をちゃんと拾って

いけるような仕組みをつくっていきたいなと思っていますというところが、僕の体験から

の日々感じているところです。 

 長くなってしまいました。申し訳ありません。（拍手） 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 最後、JYPSの皆さん、お願いします。 

○JYPS田中さん 改めまして、持続可能な社会に向けたジャパンユースプラットフォーム

共同事務局長の田中梨奈と申します。 

 １枚目に、For the Meaningful Youth Engagementというふうに、最近スローガンを掲げ

ていて、意味のあるユースの参画というのを掲げています。 

 まず、私の事務局のことをお話しして、最後のページで今後のことをお話ししたいなと

思っています。 

 まず、JYPSですが、ここに書いていないことを先に言うと、国連でのメジャーグループ

というのがあって、そこにChildren and Youthというのがあって、そこのある意味日本支

部としてスタートを2015年にしました。 

 SDGsが策定されてから、SDGsを基軸にしながら、今現在、ポストSDGsだったりとか、外

務省と協働していろいろなことを考えているというところです。市民社会にその声を届け

ていくためのプラットフォームで、30歳以下をユースとして定義しておりまして、今、高

校生、大学生、大学院生、社会人の30歳以下の事務局員が一緒に活動しています。 

 ビジョンとミッションというところですが、「社会のすべての構成員が、公平に自らの

意見を政策に反映させることを通じて、衡平で公正な社会が実現された世界を目指します」。

ミッションとして、「若者の意見を集約・調整する自治民主的な仕組みの設立、管理、そ

して改善することを通じて、若者が政府や国際的な枠組みに対し、その意見を反映させる

ことを実現させます」ということで、国連総会の中でメジャーグループのChildren and 

Youthが活動しているように、日本の若者の声を集約して、よりポリシーに近い形で日々国

際と国内のチャネルを使い分けながら活動しているという形です。 
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 事務局体制についてお話しします。ここの辺りはそれこそぽんぱーの皆さんとかと少し

いろいろ論点がかぶるところもあるのかなと思ったりするのですが、事務局は主に４つの

部署で成り立っていて、私、事務局長、もう一人共同という形で２人体制でやっているの

と、政策提言部と普及啓発部、総務部と４つに分かれています。他のニュース団体や他の

市民社会のNGOの皆さんと協働したりしながら、政策提言を日々練ったりとかして、かつ、

メーリスだったりいろいろなチャネルを使いながら、加盟員、加盟団登録を受け付けてい

て、そこでプロセスを組みながら、最終的に日本で言うと最近は外務省や環境省、そして

今回こども家庭庁も含まれるようになったりとか、国連であればECOSOC、経済社会委員会

だったり、UNDP、国連開発計画を含めたチャネルを持っています。 

 これらの活動を簡単に説明します。最近、コロナ禍でオンラインベースの活動が多かっ

たのですが、気候変動関係ではUNDESAとかUNFCCの話があったりとかもしますし、日本政府

で一応SDGs実施指針というものがありまして、それに関する民間構成員として今現在も活

動していますというのが①で何となく言えることかなと思います。 

 ②では今年、日本はG7の議長国だったというのもあって、その傘下にあるエンゲージメ

ントグループ、W7、WOMAN 7とCIVIL SOCIETY 7のC7に参画したので、主に政策提言のプロ

セスに参加しました。 

 また、IGES、気候変動のシンクタンクと協働したりとか、開発に関することで国際協力

局の審議官に手交したりとか、いろいろやっています。 

 一番最後の３番目に関して、特に右３つの写真が一番最近の活動なのですけれども、今

年、４年に一度のSDGsサミットが国連で開催されたのに当たって、一連のプロセスを進み

ました。およそ100名の参加があったウェビナーで、意見をそれこそ安全保障の話とか平和

の話、気候変動の話、ジェンダーの話などを４回のウェビナーと分けて、かつ、一番最初

のウェビナーでは各セクター、例えばトヨタの気候変動を担当されているビジネスセクタ

ーから１名とか、ジェンダーではJOICEPの方１名とか、そういうふうにして呼んで、セク

ターの方からレクチャーを受けた後に、ユースだけで議論するという、ユースだけの主体

性を担保した状態でオンラインで議論しました。 

 その後に、実際に政策提言をうちが書いて、かつ、パブリックコメントを小規模ですが

やって、最後にユースサミットということで国連大学で開催させていただき、外務省の総

括官に手交するという形になって、そのできた政策提言を代表者がニューヨークに行って、

他のメジャーグループのユースの方々と交流しながら配ったりとかして、一連のプロセス

を踏む政策にちゃんと若者の声を届けさせてもらうというのをやっていました。 

 これからのJYPSということですが、これまでも築いてきたチャネルに、しっかり国内の

会議に出つつ、かつ、国際的にSDGsをしっかり達成しようとするために、準地域、地域で

ハイレベル政治フォーラム、かつ４年に一度だったり、次の年にSummit of the Futureと

いう未来サミットという別の枠組みがあるので、しっかりその中でいかにプロセスを踏ん

でいくかというのを大事にしていきたいなと思っています。 
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 その中で、課題感というところもあって、今後のプロセスでの軸というのを課題も含め

て提示しているのですけれども、私たち自身、こういうことをやっているのは一部の人間

であるし、属性もある意味偏っているのではないかな、多様性に欠けるところがあるので

はないかというところを自戒の念を込めて思っていまして、なので、他セクターや国内外、

地方など、都市とかも関係なく、しっかり分野横断で連携していかなければならないなと

いうことをまず肝に銘じなければいけないなと思っています。 

 これは先ほどのぽんぱーの話とも重なるかなと思うのですけれども、世代交代したりと

か、ふだんの学業があってやっていることなので、いかに持続的にやるかというのは非常

に難しいところかなと思います。なので、持続性をどういうふうに担保するかというのは

日々の論点であります。 

 かつ、政策というのは難しい話なので、アクセスがどういうふうにできるかというとこ

ろを私たちの中でひもときつつ、解説をしたりとか、そういう必要もあるのではないか。 

 また、アドボカシーのキャパシティービルディングとありますが、こういうことをやる

ということがまず可能なのだということとか、私たちの声がしっかり意味があるという、

自信を持って、しかもポリシーにしっかり落としていくというプロセスをどういうふうに

やったらいいかというノウハウのところとかもできるだけシェアしたいなと思っています。 

 私たちは国際のプロセスにも関わっているので、日本の中ではなかなか論点にならない

ような気候変動の見えていないところだったり、世界の貧困であったり、開発の部分とい

うのをしっかりフォローアップ、勉強していきたいなと思っています。 

 ここで第11条のところをあえてクローズアップさせていただきました。ある意味、この

法律ができたことによってJYPSの活動も裏づけされていて、非常に歓迎しているところで

はあります。ただ、若者やこどもというところで、どうしてもこれをいかに政治的に担保

していくかというのは非常に論点が見えないところかなというか、まだまだ課題があるの

ではないかなと思っているので、それを踏まえて最後のスライドにいっぱい詰め込みまし

た。 

 これは恐らくぽんぱーの先ほどの運営のときの課題感と結構重なるところがあるかなと

思っています。 

 まず１つ目ですが、理解を増進しましょうと。結構ここも抽象的な文言ばかりで恐縮な

のですけれども、皆さん、ぽんぱーのメンバーの方々の声を聞いたときにすごく思ったの

ですけれども、私たちも事務局内ですごく議論することですが、何か社会から期待されて

いる若者像を私たちが演じたくなるときがあるというか、演じてしまいたいというか、演

じたいというか、何か見本があったらいいなとか、見本があるというのが架空であって、

それに近寄っていかなければいけないのではないかというような変な責任感が生まれるこ

とがあります。それは本来求められている姿ではないと思っていて、私たちが言いたいこ

とや私が不満に思っていることを自由に言うべきだと思うので、それでこそ意見の表明で

あると思っています。もう少しぽんぱーの皆さんには自信を持って自分たちのやりたいこ



37 

とをしっかりこども家庭庁と協働してやったらいいのではないかなと思っています。 

 そういう意味で、サポートとか教育の欠如というところを投げかけさせていただきまし

た。海外では主権者教育と言ったりとかすると思うのですけれども、世界のデータでも、

若者が社会を変えられる自信があるかどうかというのは結構低いというデータが出ていて、

これは別に日本に限らないので、それはもう日々、それこそ文科省の皆さんともこども家

庭庁はしっかり協働していただきたいなと思っているところです。 

 ２番目、「意味ある・継続的な」ユースの参画の実現というところですが、今回お呼び

いただいたときに、できるだけフランクな形で参加していただきたいのだと参事官から言

われまして、それは非常にいいことかなと思っていましたし、高校生もいるということで、

それはいいことだと思いました。ただ、いろいろな人が出入りする、もちろん若者でも世

代交代をするので、こども家庭庁の皆さんも世代交代されますね。こども家庭庁のある意

味というのは、次世代の意見を政策に反映し続ける責務があってある意味設立されたわけ

ですので、今ここにいるぽんぱーの皆さん含め、私たち含め、10年後ももう一度、あのと

きのこども家庭庁で語った事実や経験はよかったのかどうかというのをしっかり長期スパ

ンで考えられるような仕組みづくりやその責任があるのではないか、その意味も込めて評

価や透明性の確保という文言を次に書きました。 

 先ほどのぽんぱーの皆さんに言えるのは、ぷらすメンバーでもあるというところですご

く悩まれていらっしゃいましたけれども、そこであのときに言ったこととかは未来でどう

いうふうに活用されるかなとか、少し解釈、言い換えたりとか、どういうふうにこども家

庭庁の職員の皆さんと仲介するかとか、翻訳するという作業とか、また、ああいうピュア

な言葉が出たけれども、あれはどういうコンテキスト、文脈に当てはめるといいかとかと

いうのを少し考える時間を持つことも役割の一つではないかなと思ったりします。 

 最後は、私たちのユース団体自身もそうですけれども、私たちの場合、日々、国際の会

議に出たりとかするというのもあって、渡航費とか準備費というのが日々不足する傾向に

あります。かつ、基本的にはボランティア活動でやっているので、なかなか地方にいる若

者に東京に来てもらうとか、その辺もなかなかサポート体制を整えるのは非常に難しいと

ころかなと思っていて、それは皆さんと共有する悩みなのかなと思っています。 

 日々こうやってユース代表とかと言われるのですけれども、代表性や包括性、多様性、

私自身のバックグラウンドはどのぐらい検討されて私が呼ばれているのだろうというのは

日々不安なところもありますし、そこはできるだけこういうふうに脆弱だからこそ、複数

の若者をしっかり呼んでもらうように、こども家庭庁だけでなく、各省庁に私も日々言っ

ていますし、こども家庭庁としても各省庁にしっかり言って、地方自治体とかにも言って

いただきたいなと思っています。 

 さっきメールの話がすごく気になって、スケジュールやプロセスの不安につながるのか

なと思ったりするのですけれども、JYPSにもものすごく案件がたくさん来ます。基本的に、

ここで言っていいか分からないですけれども、こども大綱の話も、今月までに来てくださ
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いみたいな話は、そういう意見とかをヒアリングしたいとかは最後にしわ寄せが行くので

す。これは別に日本の国内だけでなく、国際のプロセスも同じです。 

 それというのは、確かにタイミングが合って行くという話でこどもの意見が反映される

のは、別に運命的にそれはいいかもしれないのですけれども、持続可能にこどもの意見を

反映させるのに、スケジュール感がタイトで、あと３日で返信くださいみたいな、それは

８年間かけて意見を聴く信頼関係を築いたみたいな話もありましたけれども、時間がかか

ることなので、スケジュール感、長期スパンを最初に提示いただけると、心の準備もでき

るのではないかなと思ったりしています。 

 最後のスライドがすごく肝なのですけれども、そんな感じで私の発表を終わりにしたい

と思います。ありがとうございました。（拍手） 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 非常にいろいろな角度からの御報告を３ついただいたかなと思います。 

 ７時半までに終わるということになっておりますので、あと14、15分ぐらいしかないの

ですけれども、委員の皆さんから御質問や御意見があればいただければと思います。 

 お願いします。 

○古田委員 いろいろありがとうございました。 

 伺いたいことはたくさんありますけれども、１つ、うらほろスタイルの御発表でちょっ

と伺いたいことがあって質問させていただきます。 

 古田と申します。よろしくお願いいたします。 

 この委員会でもずっと議論があったところだと思うのですけれども、こども・若者の参

加において、大人の側の在り方とか、大人の側がつくる環境とか関係性がすごく大事とい

うことが本当にすごく分かる事例だなと思って聞いていました。だからこそちょっと伺い

たいなと思うところとして、お話の中で、長年蓄積されてきたからこそ、関わる大人が、

前の世代が経験したから次の世代にという意識で関わられているという話もあったのです

けれども、そうした状態に至るまでがすごく大変だっただろうなと思うのです。例えばう

らほろスタイルの活動をいいなと思って、うちの地域でも始めてみようと思った自治体か

らすると、どうやってそういった地域の大人の輪を広げていくかどうかというか、どうい

うふうにそういった理解であったり、こういう文化をつくっていったのかというところが

すごく大事かなと思っていて、その辺り、何が鍵でというか、どういったことを意識しな

がら、あるいはどういったことを工夫しながら、まさにこどもとか若者の願いを本気で受

け止めて、一緒に考えて実現するという大人の輪を広げていったのか、その辺りをぜひ伺

いたいなと思って質問させていただきました。ぜひ教えてください。よろしくお願いしま

す。 

○うらほろスタイル事務局本間さん どうもありがとうございます。 

 御期待されている回答になるかと疑わしいのですが、冒頭申し上げたように、まず１つ

は、本当にこのままでは地域を存続できないのではないかという危機感がある程度地域の
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大人で共有されたところから出発したというのは逆に大きかったのかなと思います。 

 もう一つは、誰かが旗を振って広げていくようなスタイルですとか、最初に行政から出

発していった活動ではなく、もともと草の根から始まったというか、PTA活動の一環として、

こどもたちを地域で育んでいこうというところから出発しまして、そこにまずこどもたち

が自分の地域がこうなったらいいなとか、この町が好きだというふうなことをこどもたち

から言葉で聴くと、ある意味、地域の存続の危機で、大人たちもこの地域の未来を半分諦

めかけていたようなところですけれども、こどもたちがそこまで素直にそういうふうに言

うのであれば、大人も答えたいというふうな意識なく、自然にそういう考えが広まってい

ったのかなという感想です。 

 そういう活動をPTA中心に当初行っていたところを、行政、町の事業として位置づけを行

って、きちんと事務局を配置できるように予算化したりしていく中で、少しずつ時間をか

けて広まっていったのかなというところかなと思います。 

○古田委員 ありがとうございます。 

 最後にお話があった、こどもがそこまで言うのであれば応えたいなという、こどもたち

がそこに率直に本当に思ったことが言えて、それを真剣に受け止めて、その小さな関係性

をちゃんと無下にせずにというか、していくことがすごく大事なのだなということは、今、

お話を伺いながら改めて感じました。ありがとうございます。 

○土肥委員長 ありがとうございました。 

 ほかの委員の皆さん、いかがでしょうか。 

 もしよければ、今日まだ御発言されていない櫻井さんとか、貴戸さんとか。 

 では、貴戸さん、お願いします。 

○貴戸委員 兵庫県の大学の教員をしておりまして、不登校やひきこもりなどを経験した

人たちと一緒に当事者研究の場をやっております。 

 感想になりますが、先ほどCoCoTELIさんの御発表の中にあった「居場所と支援は別物」

というお話がすごく示唆的だと思いました。「支援を目的とした居場所」と位置付けてし

まうと、こどもたちが存在を受け止められにくくなるというお話だったかと思います。 

 不登校の文脈でもそうした懸念はあり、研究者のなかには「フリースクールなどで生き

づらさの仕分けが生じている」と指摘する人もいます。つまり、目の前にいるのは、ホリ

スティックな存在としての一人のこどもであるはずなのだけれども、支援という枠組みで

見るときに、「発達障害がある人はこの支援」「家庭の教育力に不足がある人だったらこ

っちの福祉的な支援」というふうに、全体的な存在としての個人を制度に沿って断片に切

り分けていってしまうまなざしがあるのではないか、ということなのです。 

 居場所もそうした制度的な支援の一つとして捉えられてしまうと、おかしなことになっ

てしまうのではないかなと感じます。たとえば「まだ学校で勉強するまでには至らないけ

れども、家を出て人と話せそうな子だから」などというように、「学校復帰のステップ」

として居場所が構想されると、こどもたちにとって安心したものではなくなってしまう可
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能性があります。いろいろな場面で、そういうことが生じているのかなと思いました。 

 もう一点、今日は本当に若い方の話をいっぱい伺えてよかったです。ぽんぱーの皆さん

の率直なお言葉は、本当にすばらしいと思いました。ぽんぱーの皆さんは、お聞きすると

ころによりますと、ぷらすメンバーの中から作文と面接で選ばれている方たちですね。恐

らくそれだけに責任感が強くて、「ぷらすメンバーの意見を吸い上げて代表しなければ」

という思いを持っておられるのかなと思いました。 

 最後、田中さんが御発表の中でおっしゃっていたように、ただ、そういうところもすご

く大事だと思うのですけれども、代表しなければとか、求められる若者、こども像を自分

が演じなければみたいなふうになるのではなくて、自分が興味あることとかやってみたい

ことみたいなものを、せっかく与えられた機会ですので、ぜひ前面に出して、楽しんでや

っていかれたらいいなというふうに思いました。 

 例えば企画班の方であれば、全体からやってみたいテーマを吸い上げてとかということ

ももちろん大事なのですけれども、それと並行して、御自身が本当にやりたいテーマでい

けんひろばを開いていけばいいと思うのです。ファシリテーターをやってみたいというよ

うな御意見もあったと思うのですけれども、だったら、「このテーマで私はファシリテー

ターをやりたい」と思うようなテーマを自分で選択して、ファシリテーションにどんどん

チャレンジしていかれたらとてもすばらしいなと思って伺っておりました。 

 以上、感想です。ありがとうございました。 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 櫻井さんと安部さんも今日まだでしたけれども、いかがですか。 

○櫻井委員 では、私から。 

 今日は皆さん、様々なお話を聞かせてくださりありがとうございました。 

 私はGENCOURAGEという30歳以下のユースたちと一緒にジェンダー平等のために活動する

というようなことをやっていまして、オンライン上でやっているので全国から様々な方が

参加してくださっているのですけれども、今日皆さんの話にあったように、様々な若い人

にどう参加してもらうのかは私もすごく日々悩みながら活動していて、ユースの声と言っ

ても、ユースの声を全部代表できるわけではない、様々なユースがいるので、本当に皆さ

んの今日お話ししてくださったことはもう共感しかないという感じでした。 

 その中で、例えば今日ここに耳が聞こえなかったりとか、目が見えない若い人が集って

いるかというと、そうではなかったりしますし、もっともっと地方の人や障害がある人、

様々な人をどう巻き込んでいくかというのは、恐らくこれからの課題になってくるのかな

と思うので、今、始まったばっかりなので、もっともっと皆さんと議論していきながら、

より全国の若い人を巻き込んでいくためのいいプランみたいなものをつくっていけるとす

ごくいいのではないかなと思いました。 

 今、貴戸さんからもありましたけれども、何か代表しなければと思いがちで、そうする

と緊張してしまって全然言いたいことを言えないというので、私も日々反省をしながらや
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っているので、ぜひ、あまり緊張せずにできるような空間などもつくったりとか、あと、

この間のこども大綱のヒアリングとかも、大人が結構いたりとかして、みんな緊張してし

まうのではないかなと正直思ったりなんかもしたので、そういったところはうまいとか下

手とか関係なく、若者がフラットに話せるような、若者と言っても年代が様々だと思うの

で、そこは今後工夫できるといいのではないかなと思いました。 

 以上です。 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 安部さん、いかがですか。 

○安部委員 ありがとうございます。 

 かれこれ30年近くこども参加を研究しています安部と申します。 

 今日はお話を伺わせていただいてありがとうございました。 

 皆さんによければお伺いしたいことがあります。最後にJYPSの田中さんが、ぽんぱーの

皆さんとか、あるいはうらほろスタイル事務局の皆さんのことに触れながら御自身の意見

をお話しくださったと思うのですけれども、今日、ほかの団体の方の話を聞いて、自分た

ちはこういうふうに感じたみたいなことがあれば、発表者の方々にお話を伺えたらと思い

ます。 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 これは後半の発表者で大丈夫ですね。 

○安部委員 ぽんぱーの皆さんもそうですし、３団体の方もよければお願いできればと思

います。 

○土肥委員長 全員聞くと時間が漏れなく超過するということはあるのですけれども、超

過する前提で進めていいのか、それともちょっとかいつまむか。それを聞いているとまた

時間がなくなってしまうのですけれども、ぽんぱーの皆さん、１人ずつ言うとあれなので、

どなたかお一人かお二人かというふうにしたいのですが、まず、ぽんぱーの方からいいで

すか。 

○めがみさん（ぽんぱー運営班） では、言わせていただきます。めがみです。ありがと

うございます。 

 いろいろ聞いていて、確かに求められる人材像を自分で求めてしまっていたかなと思っ

たりとか、責任感みたいなものを感じてしまったかなというのも思って、やりたいことが

これから任期終わりまでできたらいいかなと思いました。ありがとうございます。 

 以上です。 

○土肥委員長 では、発表者ということで、うらほろの皆さんから、よかったらどちらか

お一言ずつでも。 

○うらほろスタイル事務局上田さん ありがとうございます。 

 個人的には、自分自身が国の行政機関から小さな町に３年前に住まいも仕事も移してい

るので、国の政策にどうこども・若者たちの意見を反映させていくのかというのはすごく
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共有する土壌が異なることもある中で進めることになるので、とても難しいなと感じまし

た。私もそういうところの難しさも感じながら、お仕事もさせていただいていたなという

のも思い起こしていました。 

 でも、今までの皆さんの御発言の中にもあったのですけれども、それぞれが面白いなと

か追求したいなと感じられることと、それを自分たちに関わり得る余地があると感じられ

るということ、そこを大事にしていければ、こういう小さい町でもですし、ちょっと違う

フィールドでも、いろいろな立場の人が意見を出し合いながら、一緒に汗をかくというこ

とができるのかなと思って聞かせていただきました。 

 浦幌も、この規模で取り組みやすいところもあるのですけれども、ほかの２つの団体の

お話も聞いて、これからの浦幌にも生かしていきたいなとも思いましたので、またこれか

らも交わりながら、御一緒できることがあればうれしいなと思います。 

 ありがとうございました。 

○土肥委員長 では、お願いします。 

○CoCoTELI平井さん お話を聞いていると、こども・若者の中でもいろいろなフェーズが

あったりとか、いろいろな人たちがいるなというところで、例えば高校の偏差値があまり

いいところではない、偏差値で測るのはあまりよくないかもしれないですけれども、一般

的に頭がいいと言われる高校とそうではない高校は、声の聴き方だったりとか、出てくる

声とかも全然変わってくると思うというところとかも含めて、どの層にどんな施策が有効

かみたいなことをもっとたくさんチャレンジして、効果検証とかもしていってほしいなと

いうのを個人的にすごく思ったのと、やはりこういうところに来て自分とかが話したとき

に、そこに大人の人たちが逆に意見しづらい雰囲気というのはあるのかなと思っていて、

例えば困難な状況を経験した当事者の若者に、それは違うと思うと大人の人が言ったとし

たら、その人が社会から消されそうになるとか、本当にそこまでは行かなかったとしても、

そこの怖さを持っている人たちはかなりいるのではないかなと思っていて、どうそこを対

等に話し合える状況をつくっていくのかみたいなところは、特にこども・若者というとこ

ろの当事者参画というところですごく大事になってくるのではないかなというところは、

自分がすごく守られ過ぎているなみたいなところを感じることはあって、すごく思ってい

るということです。 

 以上です。 

○土肥委員長 ありがとうございます。 

 そうしましたら、ちょっと時間が超過してしまったのですけれども、これで終わりにし

たいと思います。 

 自分から２つだけコメントをさせていただければなと思いまして、１つはいろいろな団

体さんの報告を伺って、意見反映のチャネルの複数性みたいなものは重要なのだろうなと

思いました。というのは、JYPSの発表とかを聞いて特に思ったのですけれども、JYPSみた

いな雰囲気が好きな若者たちと、こども若者★いけんぷらすという名前だけで、もうあま
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り参加したくないみたいな若者たちもきっといるだろうなと思って、欧州のいろいろな事

例を見ても様々なチャネルが用意されているので、それをどういうふうに国としてつくっ

ていくかということは今後の検討材料の一つかなと思いました。 

 もう一つは、今、既に各自治体でもこどもの意見反映の準備が下準備で事前調査し始め

ている自治体さんとかが非常に多くなってきていますけれども、この葛藤をうまく発信し

たいなと思って、葛藤しているのだということを、それはある意味、若者たちに対しても

だと思うのですけれども、意見を言ったのにちゃんと受け止めてもらえなかったとかとい

うことも、こちら側の言い訳になってしまうのですけれども、こんなに考えて困ってやっ

ているのだみたいなことも併せて自治体側だったりとかこども・若者に発信して、それは

ぽんぱーの皆さんだったりの葛藤もそうだと思うのですけれども、ここで悶々としていて

も仕方ないかなと思うので、難しいのですけれどもうまくそれを発信できるといいなと思

ったところです。 

 十分に意見を言えなかった方もいらっしゃるかなと思いますけれども、これにて「こど

も・若者参画及び意見反映専門委員会」の第３回を終了したいと思います。 

 今日御参加いただいたぽんぱーの皆さん、発表いただいた団体の皆様、ありがとうござ

いました。（拍手） 


